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お 知 ら せ

沖縄の地域企業・経済の発展、地方創生に向けた金融仲介機能の高度化戦略について
～金融仲介・地方創生高度化推進会議　中間報告～

琉球泡盛用原料米の沖縄県内での生産について

八重山の交通が変わる！～Maasの実現による新たな交通サービスの実証開始～

～省エネで経営力アップ～ Vol.1　オフィス・事務所編

独占禁止法教室～沖縄国際大学に行ってきました～

私たちの暮らしと独占禁止法の関わり～消費者セミナー～

沖縄国税事務所との広報コラボ！「税・財政の講話（大学生編）」

「公認会計士の日」記念講演会

第4回「農水産業支援技術展」沖縄において6次産業化を紹介しました

「第3回食育活動表彰」で読谷村漁業協同組合が農林水産省消費・
安全局長賞を受賞しました

平成30年度農林水産省4白書に関する沖縄ブロック説明会を開催しました

消費税軽減税率制度における事業者支援について 

令和元年度 防災訓練（風水害）を実施しました！

『海の月間』について～海への理解を深めていただくための取り組みを行いました～

『C  to  Seaプロジェクトご当地アンバサダー』
～海への理解を深めていただくための取り組みを行いました～

令和元年度陸運関係功労者陸運事務所長表彰式

自賠責制度広報・啓発期間について～忘れちゃいけない「自賠責」～

宮腰大臣の沖縄訪問
沖縄豆記者団による首相官邸訪問＆沖縄担当部局への取材
夏休みに内閣府を見学　「こども霞が関見学デー」

人事異動

子ども見学デーを開催しました
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表
紙
写
真

作
　
　
者

　
宮
古
島
市
立
北
中
学
校

　
　
3
年
　
友
利
　
珠
瑛
莉

（
と
も
り
　
し
ゅ
え
り
）

　
こ
の
作
品
は
、
今
年
の
「
海

の
月
間
」（
7
月
1
日
〜
31
日
）

行
事
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
た
「
中
学
生
海
の
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
」（
主
催
：
公
益
社

団
法
人
沖
縄
海
事
広
報
協
会
、

後
援
：
沖
縄
総
合
事
務
局
）

の
金
賞
受
賞
作
品
で
す
。
沖

縄
県
内
の
中
学
校
か
ら
64
点

の
応
募
作
品
が
あ
り
、
そ
の

中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
作
者
の
友
利
さ
ん
に
は
、

7
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
「
令

和
元
年
『
海
の
日
』
海
事
関

係
功
労
者
表
彰
式
」
で
沖
縄

総
合
事
務
局
長
賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
最
近
の
沖
縄
経
済
は
、企
業
の
景
況
感
、

雇
用
、
入
域
観
光
客
数
な
ど
の
経
済
指

標
を
み
る
と
、
本
土
復
帰
以
降
、
最
高
の

水
準
に
あ
り
ま
す
が
、
労
働
生
産
性
が
全

国
水
準
よ
り
低
い
な
ど
の
課
題
も
多
く
、

県
内
企
業
に
お
い
て
も
、
経
営
改
善
や
事

業
再
生
、
事
業
承
継
な
ど
の
経
営
課
題
に

直
面
す
る
企
業
が
多
数
存
在
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
沖

縄
の
地
域
企
業
・
経
済
の
発
展
、
地
方

創
生
の
実
現
に
向
け
、
沖
縄
県
内
の
金
融

機
関
な
ど
、
有
識
者
、
行
政
機
関
が
会

し
て
「
金
融
仲
介
・
地
方
創
生
高
度
化

推
進
会
議
」
を
5
回
に
わ
た
り
開
催
し
、

金
融
仲
介
機
能
の
高
度
化
戦
略
な
ど
の
策

定
に
係
る
議
論
を
行
い
、
こ
の
程
、
中
間

報
告
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

⑴ 

金
融
機
関
の
伴
走
型
本
業
支
援

　
県
内
金
融
機
関
で
は
、
取
引
先
企
業
の

事
業
内
容
や
そ
の
将
来
性
な
ど
も
適
切
に

評
価
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
事
業
性
評
価
」

に
基
づ
く
融
資
や
顧
客
企
業
向
け
の
本
業

支
援
（
生
産
性
向
上
）
の
取
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
既
に
こ
の
よ
う
な
事
業

性
評
価
に
基
づ
く
無
担
保
無
保
証
融
資
も

一部
の
金
融
機
関
で
は
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
更
に
高

度
化
す
る
た
め
に
は
、

①
中
小
企
業
の
経
営
者
と
対
話
を
多
く

重
ね
る
こ
と
で
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
適
切
に

構
築

②
企
業
の
財
務
・
業
務
フ
ロ
ー
・
商
流
ま

で
含
め
た
事
業
を
理
解

③
事
業
の
内
容
や
成
長
可
能
性
な
ど
を
評

価
（
事
業
性
評
価
）

④
経
営
課
題
に
対
す
る
適
切
な
解
決
策
を

伴
走
型
で
提
案
・
実
行
支
援

を
伴
走
型
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企

業
の
本
業
で
あ
る
営
業
キ
ャッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

の
増
強
、
生
産
性
（
付
加
価
値
）
向
上

を
実
現
し
て
い
く
取
組
み
を
組
織
的
・
継

続
的
に
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑵ 

中
小
企
業
自
ら
の
生
産
性
向
上
な
ど

①
管
理
会
計
に
よ
る
業
務
効
率
化

　
　
小
規
模
事
業
白
書
に
よ
る
と
、
特
に

ク
ラ
ウ
ド
型
の
利
用
者
に
お
い
て
、
直

近
3
年
間
の
経
常
利
益
額
の
増
加
傾

向
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を
活
用

し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
財
務
状
況
を
把

握
し
、
機
動
的
に
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
に
活
用
す
る
と
い
っ
た
管
理
会
計

の
実
施
、
若
し
く
は
会
計
業
務
の
省
力

化
や
初
期
導
入
・
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

低
廉
化
に
よ
る
業
務
効
率
化
に
繋
げ
、

生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

②
融
資
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
高
度
化

　
　
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
多
数
の
取

引
先
を
抱
え
て
お
り
、
取
引
先
の
財
務

デ
ー
タ
の
取
得
事
務
の
効
率
化
及
び
分

析
の
高
度
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を

活
用
し
、
財
務
デ
ー
タ
を
中
小
企
業
・

金
融
機
関
間
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
デ
ー
タ
入
手
の
手
続
き
を
軽
減
す

る
ス
キ
ー
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ

て
中
小
企
業
経
営
の
透
明
性
が
高
ま
る

こ
と
で
、
担
保
・
保
証
に
過
度
に
依
存

し
な
い
融
資
の
促
進
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
取
引
先
企
業
の
財

務
分
析
の
高
度
化
も
可
能
と
な
り
、
本

業
支
援
の
充
実
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑶ 

キ
ャッ
シ
ュレ
ス
の
推
進

　
地
域
金
融
機
関
な
ど
の
積
極
的
な

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
の
結
果
、
本
県
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
割
合
は
他
県
に
比
べ

て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
地

域
金
融
機
関
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
戦
略
に
基
づ
い
た
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
環
境

の
整
備
に
取
り
組
み
、
中
小
企
業
に
お
け

る
販
売
機
会
の
増
加
や
現
金
の
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
を
通
じ
た
生
産

性
を
向
上
す
る
取
組
み
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
や
P
O
S
レ

ジ
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
と
の
親
和
性
も
あ

り
、
連
携
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
生
産
性

の
向
上
に
効
果
的
で
す
。

⑷ 

I
C
T
な
ど
新
た
な
技
術
の
活
用

　
県
内
に
お
い
て
は
、
金
融
機
関
の
店
舗

が
所
在
し
て
い
な
い
市
町
村
が
多
い
ほ
か
、

都
市
部
の
渋
滞
が
慢
性
化
し
て
い
る
な

ど
、
沖
縄
県
は
立
地
の
条
件
不
利
性
を
抱

え
て
い
ま
す
。
通
信
情
報
技
術（
I
C
T
）

を
活
用
し
た
融
資
・
経
営
相
談
な
ど
の
仕

組
み
の
導
入
に
よ
っ
て
、
金
融
機
関
の
店

舗
ま
で
の
移
動
時
間
や
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
取
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

①
創
業
時
の
支
援
態
勢

　
地
域
金
融
機
関
と
沖
縄
公
庫
の
創
業

融
資
の
実
績
を
比
較
す
る
と
、
事
業
者
数

で
は
沖
縄
公
庫
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
、
公
庫
は
地
域

金
融
機
関
に
比
べ
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
・
宿

泊
業
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
関
連
産

業
へ
の
融
資
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
、
地
域
金
融
機
関
に
お
い

て
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
な
ど
へ
の
創
業
計

画
な
ど
の
作
成
サ
ポ
ー
ト
と
い
っ
た
、
創

業
時
の
支
援
態
勢
の
構
築
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

②
創
業
融
資
後
の
支
援
態
勢

　
沖
縄
公
庫
の
創
業
融
資
の
デ
ー
タ
を
み

る
と
、
融
資
後
5
年
目
ま
で
に
経
営
破
た

ん
し
た
先
の
割
合
（
累
積
ベ
ー
ス
）
は
、

新
規
は
年
平
均
2
・
8
%
、
既
存
は
同

1
・
4
%
と
新
規
が
既
存
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、
融
資
後
の
業
況
把
握
や
経

営
上
の
相
談
な
ど
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

体
制
の
構
築
が
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

③
創
業
支
援
態
勢
の
充
実

　
前
述
の
①
及
び
②
を
踏
ま
え
、
沖
縄
公

庫
及
び
地
域
金
融
機
関
な
ど
の
協
調
融

資
商
品
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄

公
庫
が
持
つ
創
業
計
画
な
ど
の
作
成
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
地
域
金
融
機

関
な
ど
に
よ
る
業
況
把
握
や
経
営
上
の
相

談
な
ど
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
融
合
し
た

取
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
創

業
者
の
持
続
的
な
創
出
に
つ
な
が
り
、
地

域
経
済
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

会議の様子

　
中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、

日
本
企
業
全
体
の
約
3
割
で
後
継
者
未

定
と
い
う
試
算
が
中
小
企
業
庁
よ
り
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
県
内
企
業

に
お
い
て
も
、
企
業
経
営
者
の
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
事
業
承
継
の
必
要
性
が
高

い
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

民
間
調
査
会
社
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

8
割
余
り
が
後
継
者
不
在
と
な
って
お
り
、

本
県
は
都
道
府
県
の
中
で
最
も
高
い
不
在

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
沖
縄
県
事
業

承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
基
づ
く
事
業

承
継
診
断
な
ど
の
取
組
み
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
取
組
み
を
着
実
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
診
断
後
に
金
融
機
関
な

ど
が
本
業
支
援
を
軸
に
伴
走
型
で
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
事
業
承
継
問

題
の
解
決
に
向
け
て
重
要
で
す
。
更
に
は
、

事
業
承
継
に
際
し
、
現
経
営
者
の
保
証
契

約
の
存
在
が
隘
路
と
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
基
づ
い
て
保
証
解
除
の
可
能
性

を
検
討
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
金
融
機
関
、
中
小
企
業
支
援
機
関
、

地
方
公
共
団
体
及
び
国
の
機
関
な
ど
の
強

み
を
発
揮
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
図
り
、
沖
縄
総
合
事
務
局
は
そ
の
ブ

リ
ッ
ジ
役
と
し
て
、
必
要
な
政
策
対
応
を

行
う
な
ど
地
方
創
生
に
積
極
的
に
貢
献
し

ま
す
。
既
に
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
金

融
仲
介
の
高
度
化
を
通
じ
た
地
方
創
生
の

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
企
業
、
支

援
機
関
、
地
域
金
融
機
関
、
地
方
公
共

団
体
、
国
の
機
関
な
ど
の
各
主
体
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
発
揮
す
る
地
域
経
済
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の一員
と
し
て
、
地
域
外
の
経

済
主
体
な
ど
と
も
密
接
な
関
係
を
持
ち
な

が
ら
、
適
切
か
つ
効
果
的
な
取
組
み
を
持

続
的
に
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　沖
縄
の
地
域
企
業
・
経
済
の
発
展
、

　
　地
方
創
生
に
向
け
た
金
融
仲
介
機
能
の

高
度
化
戦
略
に
つ
い
て
　

〜
金
融
仲
介
・
地
方
創
生
高
度
化
推
進
会
議
　中
間
報
告
〜

1
．中
小
企
業
の
生
産
性
向
上

融資モニタリングの高度化

事
　業
　者

金
　融
　機
　関

クラウド会計
（財務データの共有）

モニタリング
ソリューションの提供

担保保証に過度に依存しない融資〔　　　  　　　　〕

Ⅰ
．
金
融
仲
介
機
能
高
度
化
戦
略
の
重

点
フ
ォロ
ー
ア
ッ
プ
地
域

　
本
高
度
化
戦
略
の
重
点
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
は
、
県
内
で
も
活
性
化
が
急
が
れ
る
北

部
圏
域
及
び
中
部
圏
域
（
沖
縄
市
以
北
）

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
各
圏
域
に
所
在

す
る
企
業
は
、
そ
の
特
性
に
応
じ
て
固
有

の
課
題
や
発
展
可
能
性
を
有
し
、
ニ
ー
ズ

も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
か
ら
、
本
高
度

化
戦
略
の
具
体
的
な
実
施
に
当
た
って
は
、

個
別
企
業
の
実
状
を
き
め
細
か
く
把
握
し

た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機
関
や
国
の

機
関
な
ど
が
、
多
様
な
創
意
工
夫
を
通
じ

て
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

Ⅱ
．
今
後
の
議
論
に
向
け
て

　
県
内
の
地
域
金
融
機
関
及
び
中
小
企

業
な
ど
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
拡
大

す
る
ア
ジ
ア
経
済
を
背
景
と
し
た
観
光
客

の
増
加
や
、
A
I
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
な
ど
に
よ
る
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
な
ど
に
よ
り
今
後
大
き
く
変
化
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
会
議
で
は
、
こ
う

し
た
変
化
に
も
的
確
に
対
応
し
、
本
高
度

化
戦
略
で
実
現
を
目
指
し
て
い
る
企
業
の

生
産
性
向
上
が
図
ら
れ
、
地
域
経
済
の
発

展
・
地
方
創
生
に
波
及
す
る
と
い
っ
た
好

循
環
が
作
り
出
さ
れ
る
よ
う
、今
後
と
も
、

随
時
に
会
議
を
開
催
し
、
高
度
化
戦
略
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
含
め
、
議
論
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
当
局

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

〈http://w
w
w
.ogb.go.jp/zaim

u/
za
im
u
_kin

y
u
u
_sh

o
u
ken

/ 
kinyuu_osirase/kaigitou

〉

　財
務
部
金
融
監
督
課
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本誌のタイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴（すばるぼし）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。

むりぶし 385 Sep-Oct

特 集

特 集

特 集

省エネ最前線

仕 事 の 窓 1

仕 事 の 窓 2

仕 事 の 窓 3

仕 事 の 窓 4

仕 事 の 窓 5

仕 事 の 窓 6

仕 事 の 窓 7

仕 事 の 窓 8

仕 事 の 窓 9

仕事の窓10

仕事の窓11

仕事の窓12

仕事の窓13

内閣府だより

お 知 ら せ

お 知 ら せ

沖縄の地域企業・経済の発展、地方創生に向けた金融仲介機能の高度化戦略について
～金融仲介・地方創生高度化推進会議　中間報告～

琉球泡盛用原料米の沖縄県内での生産について

八重山の交通が変わる！～Maasの実現による新たな交通サービスの実証開始～

～省エネで経営力アップ～ Vol.1　オフィス・事務所編

独占禁止法教室～沖縄国際大学に行ってきました～

私たちの暮らしと独占禁止法の関わり～消費者セミナー～

沖縄国税事務所との広報コラボ！「税・財政の講話（大学生編）」

「公認会計士の日」記念講演会

第4回「農水産業支援技術展」沖縄において6次産業化を紹介しました

「第3回食育活動表彰」で読谷村漁業協同組合が農林水産省消費・
安全局長賞を受賞しました

平成30年度農林水産省4白書に関する沖縄ブロック説明会を開催しました

消費税軽減税率制度における事業者支援について 

令和元年度 防災訓練（風水害）を実施しました！

『海の月間』について～海への理解を深めていただくための取り組みを行いました～

『C  to  Seaプロジェクトご当地アンバサダー』
～海への理解を深めていただくための取り組みを行いました～

令和元年度陸運関係功労者陸運事務所長表彰式

自賠責制度広報・啓発期間について～忘れちゃいけない「自賠責」～

宮腰大臣の沖縄訪問
沖縄豆記者団による首相官邸訪問＆沖縄担当部局への取材
夏休みに内閣府を見学　「こども霞が関見学デー」

人事異動

子ども見学デーを開催しました

1
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19

20

表
紙
写
真

作
　
　
者

　
宮
古
島
市
立
北
中
学
校

　
　
3
年
　
友
利
　
珠
瑛
莉

（
と
も
り
　
し
ゅ
え
り
）

　
こ
の
作
品
は
、
今
年
の
「
海

の
月
間
」（
7
月
1
日
〜
31
日
）

行
事
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
た
「
中
学
生
海
の
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
」（
主
催
：
公
益
社

団
法
人
沖
縄
海
事
広
報
協
会
、

後
援
：
沖
縄
総
合
事
務
局
）

の
金
賞
受
賞
作
品
で
す
。
沖

縄
県
内
の
中
学
校
か
ら
64
点

の
応
募
作
品
が
あ
り
、
そ
の

中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
作
者
の
友
利
さ
ん
に
は
、

7
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
「
令

和
元
年
『
海
の
日
』
海
事
関

係
功
労
者
表
彰
式
」
で
沖
縄

総
合
事
務
局
長
賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
最
近
の
沖
縄
経
済
は
、企
業
の
景
況
感
、

雇
用
、
入
域
観
光
客
数
な
ど
の
経
済
指

標
を
み
る
と
、
本
土
復
帰
以
降
、
最
高
の

水
準
に
あ
り
ま
す
が
、
労
働
生
産
性
が
全

国
水
準
よ
り
低
い
な
ど
の
課
題
も
多
く
、

県
内
企
業
に
お
い
て
も
、
経
営
改
善
や
事

業
再
生
、
事
業
承
継
な
ど
の
経
営
課
題
に

直
面
す
る
企
業
が
多
数
存
在
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
沖

縄
の
地
域
企
業
・
経
済
の
発
展
、
地
方

創
生
の
実
現
に
向
け
、
沖
縄
県
内
の
金
融

機
関
な
ど
、
有
識
者
、
行
政
機
関
が
会

し
て
「
金
融
仲
介
・
地
方
創
生
高
度
化

推
進
会
議
」
を
5
回
に
わ
た
り
開
催
し
、

金
融
仲
介
機
能
の
高
度
化
戦
略
な
ど
の
策

定
に
係
る
議
論
を
行
い
、
こ
の
程
、
中
間

報
告
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

⑴ 

金
融
機
関
の
伴
走
型
本
業
支
援

　
県
内
金
融
機
関
で
は
、
取
引
先
企
業
の

事
業
内
容
や
そ
の
将
来
性
な
ど
も
適
切
に

評
価
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
事
業
性
評
価
」

に
基
づ
く
融
資
や
顧
客
企
業
向
け
の
本
業

支
援
（
生
産
性
向
上
）
の
取
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
既
に
こ
の
よ
う
な
事
業

性
評
価
に
基
づ
く
無
担
保
無
保
証
融
資
も

一部
の
金
融
機
関
で
は
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
更
に
高

度
化
す
る
た
め
に
は
、

①
中
小
企
業
の
経
営
者
と
対
話
を
多
く

重
ね
る
こ
と
で
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
適
切
に

構
築

②
企
業
の
財
務
・
業
務
フ
ロ
ー
・
商
流
ま

で
含
め
た
事
業
を
理
解

③
事
業
の
内
容
や
成
長
可
能
性
な
ど
を
評

価
（
事
業
性
評
価
）

④
経
営
課
題
に
対
す
る
適
切
な
解
決
策
を

伴
走
型
で
提
案
・
実
行
支
援

を
伴
走
型
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企

業
の
本
業
で
あ
る
営
業
キ
ャッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

の
増
強
、
生
産
性
（
付
加
価
値
）
向
上

を
実
現
し
て
い
く
取
組
み
を
組
織
的
・
継

続
的
に
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑵ 

中
小
企
業
自
ら
の
生
産
性
向
上
な
ど

①
管
理
会
計
に
よ
る
業
務
効
率
化

　
　
小
規
模
事
業
白
書
に
よ
る
と
、
特
に

ク
ラ
ウ
ド
型
の
利
用
者
に
お
い
て
、
直

近
3
年
間
の
経
常
利
益
額
の
増
加
傾

向
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を
活
用

し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
財
務
状
況
を
把

握
し
、
機
動
的
に
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
に
活
用
す
る
と
い
っ
た
管
理
会
計

の
実
施
、
若
し
く
は
会
計
業
務
の
省
力

化
や
初
期
導
入
・
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

低
廉
化
に
よ
る
業
務
効
率
化
に
繋
げ
、

生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

②
融
資
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
高
度
化

　
　
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
多
数
の
取

引
先
を
抱
え
て
お
り
、
取
引
先
の
財
務

デ
ー
タ
の
取
得
事
務
の
効
率
化
及
び
分

析
の
高
度
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を

活
用
し
、
財
務
デ
ー
タ
を
中
小
企
業
・

金
融
機
関
間
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
デ
ー
タ
入
手
の
手
続
き
を
軽
減
す

る
ス
キ
ー
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ

て
中
小
企
業
経
営
の
透
明
性
が
高
ま
る

こ
と
で
、
担
保
・
保
証
に
過
度
に
依
存

し
な
い
融
資
の
促
進
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
取
引
先
企
業
の
財

務
分
析
の
高
度
化
も
可
能
と
な
り
、
本

業
支
援
の
充
実
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑶ 

キ
ャッ
シ
ュレ
ス
の
推
進

　
地
域
金
融
機
関
な
ど
の
積
極
的
な

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
の
結
果
、
本
県
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
割
合
は
他
県
に
比
べ

て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
地

域
金
融
機
関
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
戦
略
に
基
づ
い
た
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
環
境

の
整
備
に
取
り
組
み
、
中
小
企
業
に
お
け

る
販
売
機
会
の
増
加
や
現
金
の
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
を
通
じ
た
生
産

性
を
向
上
す
る
取
組
み
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
や
P
O
S
レ

ジ
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
と
の
親
和
性
も
あ

り
、
連
携
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
生
産
性

の
向
上
に
効
果
的
で
す
。

⑷ 

I
C
T
な
ど
新
た
な
技
術
の
活
用

　
県
内
に
お
い
て
は
、
金
融
機
関
の
店
舗

が
所
在
し
て
い
な
い
市
町
村
が
多
い
ほ
か
、

都
市
部
の
渋
滞
が
慢
性
化
し
て
い
る
な

ど
、
沖
縄
県
は
立
地
の
条
件
不
利
性
を
抱

え
て
い
ま
す
。
通
信
情
報
技
術（
I
C
T
）

を
活
用
し
た
融
資
・
経
営
相
談
な
ど
の
仕

組
み
の
導
入
に
よ
っ
て
、
金
融
機
関
の
店

舗
ま
で
の
移
動
時
間
や
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
取
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

①
創
業
時
の
支
援
態
勢

　
地
域
金
融
機
関
と
沖
縄
公
庫
の
創
業

融
資
の
実
績
を
比
較
す
る
と
、
事
業
者
数

で
は
沖
縄
公
庫
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
、
公
庫
は
地
域

金
融
機
関
に
比
べ
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
・
宿

泊
業
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
関
連
産

業
へ
の
融
資
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
、
地
域
金
融
機
関
に
お
い

て
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
な
ど
へ
の
創
業
計

画
な
ど
の
作
成
サ
ポ
ー
ト
と
い
っ
た
、
創

業
時
の
支
援
態
勢
の
構
築
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

②
創
業
融
資
後
の
支
援
態
勢

　
沖
縄
公
庫
の
創
業
融
資
の
デ
ー
タ
を
み

る
と
、
融
資
後
5
年
目
ま
で
に
経
営
破
た

ん
し
た
先
の
割
合
（
累
積
ベ
ー
ス
）
は
、

新
規
は
年
平
均
2
・
8
%
、
既
存
は
同

1
・
4
%
と
新
規
が
既
存
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、
融
資
後
の
業
況
把
握
や
経

営
上
の
相
談
な
ど
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

体
制
の
構
築
が
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

③
創
業
支
援
態
勢
の
充
実

　
前
述
の
①
及
び
②
を
踏
ま
え
、
沖
縄
公

庫
及
び
地
域
金
融
機
関
な
ど
の
協
調
融

資
商
品
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄

公
庫
が
持
つ
創
業
計
画
な
ど
の
作
成
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
地
域
金
融
機

関
な
ど
に
よ
る
業
況
把
握
や
経
営
上
の
相

談
な
ど
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
融
合
し
た

取
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
創

業
者
の
持
続
的
な
創
出
に
つ
な
が
り
、
地

域
経
済
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

会議の様子

　
中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、

日
本
企
業
全
体
の
約
3
割
で
後
継
者
未

定
と
い
う
試
算
が
中
小
企
業
庁
よ
り
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
県
内
企
業

に
お
い
て
も
、
企
業
経
営
者
の
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
事
業
承
継
の
必
要
性
が
高

い
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

民
間
調
査
会
社
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

8
割
余
り
が
後
継
者
不
在
と
な
って
お
り
、

本
県
は
都
道
府
県
の
中
で
最
も
高
い
不
在

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
沖
縄
県
事
業

承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
基
づ
く
事
業

承
継
診
断
な
ど
の
取
組
み
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
取
組
み
を
着
実
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
診
断
後
に
金
融
機
関
な

ど
が
本
業
支
援
を
軸
に
伴
走
型
で
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
事
業
承
継
問

題
の
解
決
に
向
け
て
重
要
で
す
。
更
に
は
、

事
業
承
継
に
際
し
、
現
経
営
者
の
保
証
契

約
の
存
在
が
隘
路
と
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
基
づ
い
て
保
証
解
除
の
可
能
性

を
検
討
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
金
融
機
関
、
中
小
企
業
支
援
機
関
、

地
方
公
共
団
体
及
び
国
の
機
関
な
ど
の
強

み
を
発
揮
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
図
り
、
沖
縄
総
合
事
務
局
は
そ
の
ブ

リ
ッ
ジ
役
と
し
て
、
必
要
な
政
策
対
応
を

行
う
な
ど
地
方
創
生
に
積
極
的
に
貢
献
し

ま
す
。
既
に
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
金

融
仲
介
の
高
度
化
を
通
じ
た
地
方
創
生
の

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
企
業
、
支

援
機
関
、
地
域
金
融
機
関
、
地
方
公
共

団
体
、
国
の
機
関
な
ど
の
各
主
体
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
発
揮
す
る
地
域
経
済
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の一員
と
し
て
、
地
域
外
の
経

済
主
体
な
ど
と
も
密
接
な
関
係
を
持
ち
な

が
ら
、
適
切
か
つ
効
果
的
な
取
組
み
を
持

続
的
に
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　沖
縄
の
地
域
企
業
・
経
済
の
発
展
、

　
　地
方
創
生
に
向
け
た
金
融
仲
介
機
能
の

高
度
化
戦
略
に
つ
い
て
　

〜
金
融
仲
介
・
地
方
創
生
高
度
化
推
進
会
議
　中
間
報
告
〜

1
．中
小
企
業
の
生
産
性
向
上

融資モニタリングの高度化

事
　業
　者

金
　融
　機
　関

クラウド会計
（財務データの共有）

モニタリング
ソリューションの提供

担保保証に過度に依存しない融資〔　　　  　　　　〕

Ⅰ
．
金
融
仲
介
機
能
高
度
化
戦
略
の
重

点
フ
ォロ
ー
ア
ッ
プ
地
域

　
本
高
度
化
戦
略
の
重
点
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
は
、
県
内
で
も
活
性
化
が
急
が
れ
る
北

部
圏
域
及
び
中
部
圏
域
（
沖
縄
市
以
北
）

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
各
圏
域
に
所
在

す
る
企
業
は
、
そ
の
特
性
に
応
じ
て
固
有

の
課
題
や
発
展
可
能
性
を
有
し
、
ニ
ー
ズ

も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
か
ら
、
本
高
度

化
戦
略
の
具
体
的
な
実
施
に
当
た
って
は
、

個
別
企
業
の
実
状
を
き
め
細
か
く
把
握
し

た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機
関
や
国
の

機
関
な
ど
が
、
多
様
な
創
意
工
夫
を
通
じ

て
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

Ⅱ
．
今
後
の
議
論
に
向
け
て

　
県
内
の
地
域
金
融
機
関
及
び
中
小
企

業
な
ど
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
拡
大

す
る
ア
ジ
ア
経
済
を
背
景
と
し
た
観
光
客

の
増
加
や
、
A
I
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
な
ど
に
よ
る
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
な
ど
に
よ
り
今
後
大
き
く
変
化
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
会
議
で
は
、
こ
う

し
た
変
化
に
も
的
確
に
対
応
し
、
本
高
度

化
戦
略
で
実
現
を
目
指
し
て
い
る
企
業
の

生
産
性
向
上
が
図
ら
れ
、
地
域
経
済
の
発

展
・
地
方
創
生
に
波
及
す
る
と
い
っ
た
好

循
環
が
作
り
出
さ
れ
る
よ
う
、今
後
と
も
、

随
時
に
会
議
を
開
催
し
、
高
度
化
戦
略
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
含
め
、
議
論
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
当
局

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

〈http://w
w
w
.ogb.go.jp/zaim

u/
za
im
u
_kin

y
u
u
_sh

o
u
ken

/ 
kinyuu_osirase/kaigitou

〉
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最
近
の
沖
縄
経
済
は
、企
業
の
景
況
感
、

雇
用
、
入
域
観
光
客
数
な
ど
の
経
済
指

標
を
み
る
と
、
本
土
復
帰
以
降
、
最
高
の

水
準
に
あ
り
ま
す
が
、
労
働
生
産
性
が
全

国
水
準
よ
り
低
い
な
ど
の
課
題
も
多
く
、

県
内
企
業
に
お
い
て
も
、
経
営
改
善
や
事

業
再
生
、
事
業
承
継
な
ど
の
経
営
課
題
に

直
面
す
る
企
業
が
多
数
存
在
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
沖

縄
の
地
域
企
業
・
経
済
の
発
展
、
地
方

創
生
の
実
現
に
向
け
、
沖
縄
県
内
の
金
融

機
関
な
ど
、
有
識
者
、
行
政
機
関
が
会

し
て
「
金
融
仲
介
・
地
方
創
生
高
度
化

推
進
会
議
」
を
5
回
に
わ
た
り
開
催
し
、

金
融
仲
介
機
能
の
高
度
化
戦
略
な
ど
の
策

定
に
係
る
議
論
を
行
い
、
こ
の
程
、
中
間

報
告
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

⑴ 

金
融
機
関
の
伴
走
型
本
業
支
援

　
県
内
金
融
機
関
で
は
、
取
引
先
企
業
の

事
業
内
容
や
そ
の
将
来
性
な
ど
も
適
切
に

評
価
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
事
業
性
評
価
」

に
基
づ
く
融
資
や
顧
客
企
業
向
け
の
本
業

支
援
（
生
産
性
向
上
）
の
取
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
既
に
こ
の
よ
う
な
事
業

性
評
価
に
基
づ
く
無
担
保
無
保
証
融
資
も

一部
の
金
融
機
関
で
は
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
更
に
高

度
化
す
る
た
め
に
は
、

①
中
小
企
業
の
経
営
者
と
対
話
を
多
く

重
ね
る
こ
と
で
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
適
切
に

構
築

②
企
業
の
財
務
・
業
務
フ
ロ
ー
・
商
流
ま

で
含
め
た
事
業
を
理
解

③
事
業
の
内
容
や
成
長
可
能
性
な
ど
を
評

価
（
事
業
性
評
価
）

④
経
営
課
題
に
対
す
る
適
切
な
解
決
策
を

伴
走
型
で
提
案
・
実
行
支
援

を
伴
走
型
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企

業
の
本
業
で
あ
る
営
業
キ
ャッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

の
増
強
、
生
産
性
（
付
加
価
値
）
向
上

を
実
現
し
て
い
く
取
組
み
を
組
織
的
・
継

続
的
に
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑵ 

中
小
企
業
自
ら
の
生
産
性
向
上
な
ど

①
管
理
会
計
に
よ
る
業
務
効
率
化

　
　
小
規
模
事
業
白
書
に
よ
る
と
、
特
に

ク
ラ
ウ
ド
型
の
利
用
者
に
お
い
て
、
直

近
3
年
間
の
経
常
利
益
額
の
増
加
傾

向
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を
活
用

し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
財
務
状
況
を
把

握
し
、
機
動
的
に
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
に
活
用
す
る
と
い
っ
た
管
理
会
計

の
実
施
、
若
し
く
は
会
計
業
務
の
省
力

化
や
初
期
導
入
・
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

低
廉
化
に
よ
る
業
務
効
率
化
に
繋
げ
、

生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

②
融
資
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
高
度
化

　
　
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
多
数
の
取

引
先
を
抱
え
て
お
り
、
取
引
先
の
財
務

デ
ー
タ
の
取
得
事
務
の
効
率
化
及
び
分

析
の
高
度
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を

活
用
し
、
財
務
デ
ー
タ
を
中
小
企
業
・

金
融
機
関
間
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
デ
ー
タ
入
手
の
手
続
き
を
軽
減
す

る
ス
キ
ー
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ

て
中
小
企
業
経
営
の
透
明
性
が
高
ま
る

こ
と
で
、
担
保
・
保
証
に
過
度
に
依
存

し
な
い
融
資
の
促
進
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
取
引
先
企
業
の
財

務
分
析
の
高
度
化
も
可
能
と
な
り
、
本

業
支
援
の
充
実
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑶ 

キ
ャッ
シ
ュレ
ス
の
推
進

　
地
域
金
融
機
関
な
ど
の
積
極
的
な

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
の
結
果
、
本
県
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
割
合
は
他
県
に
比
べ

て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
地

域
金
融
機
関
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
戦
略
に
基
づ
い
た
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
環
境

の
整
備
に
取
り
組
み
、
中
小
企
業
に
お
け

る
販
売
機
会
の
増
加
や
現
金
の
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
を
通
じ
た
生
産

性
を
向
上
す
る
取
組
み
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
や
P
O
S
レ

ジ
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
と
の
親
和
性
も
あ

り
、
連
携
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
生
産
性

の
向
上
に
効
果
的
で
す
。

⑷ 

I
C
T
な
ど
新
た
な
技
術
の
活
用

　
県
内
に
お
い
て
は
、
金
融
機
関
の
店
舗

が
所
在
し
て
い
な
い
市
町
村
が
多
い
ほ
か
、

都
市
部
の
渋
滞
が
慢
性
化
し
て
い
る
な

ど
、
沖
縄
県
は
立
地
の
条
件
不
利
性
を
抱

え
て
い
ま
す
。
通
信
情
報
技
術（
I
C
T
）

を
活
用
し
た
融
資
・
経
営
相
談
な
ど
の
仕

組
み
の
導
入
に
よ
っ
て
、
金
融
機
関
の
店

舗
ま
で
の
移
動
時
間
や
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
取
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

①
創
業
時
の
支
援
態
勢

　
地
域
金
融
機
関
と
沖
縄
公
庫
の
創
業

融
資
の
実
績
を
比
較
す
る
と
、
事
業
者
数

で
は
沖
縄
公
庫
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
、
公
庫
は
地
域

金
融
機
関
に
比
べ
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
・
宿

泊
業
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
関
連
産

業
へ
の
融
資
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
、
地
域
金
融
機
関
に
お
い

て
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
な
ど
へ
の
創
業
計

画
な
ど
の
作
成
サ
ポ
ー
ト
と
い
っ
た
、
創

業
時
の
支
援
態
勢
の
構
築
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

②
創
業
融
資
後
の
支
援
態
勢

　
沖
縄
公
庫
の
創
業
融
資
の
デ
ー
タ
を
み

る
と
、
融
資
後
5
年
目
ま
で
に
経
営
破
た

ん
し
た
先
の
割
合
（
累
積
ベ
ー
ス
）
は
、

新
規
は
年
平
均
2
・
8
%
、
既
存
は
同

1
・
4
%
と
新
規
が
既
存
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、
融
資
後
の
業
況
把
握
や
経

営
上
の
相
談
な
ど
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

体
制
の
構
築
が
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

③
創
業
支
援
態
勢
の
充
実

　
前
述
の
①
及
び
②
を
踏
ま
え
、
沖
縄
公

庫
及
び
地
域
金
融
機
関
な
ど
の
協
調
融

資
商
品
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄

公
庫
が
持
つ
創
業
計
画
な
ど
の
作
成
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
地
域
金
融
機

関
な
ど
に
よ
る
業
況
把
握
や
経
営
上
の
相

談
な
ど
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
融
合
し
た

取
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
創

業
者
の
持
続
的
な
創
出
に
つ
な
が
り
、
地

域
経
済
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、

日
本
企
業
全
体
の
約
3
割
で
後
継
者
未

定
と
い
う
試
算
が
中
小
企
業
庁
よ
り
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
県
内
企
業

に
お
い
て
も
、
企
業
経
営
者
の
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
事
業
承
継
の
必
要
性
が
高

い
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

民
間
調
査
会
社
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

8
割
余
り
が
後
継
者
不
在
と
な
って
お
り
、

本
県
は
都
道
府
県
の
中
で
最
も
高
い
不
在

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
沖
縄
県
事
業

承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
基
づ
く
事
業

承
継
診
断
な
ど
の
取
組
み
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
取
組
み
を
着
実
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
診
断
後
に
金
融
機
関
な

ど
が
本
業
支
援
を
軸
に
伴
走
型
で
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
事
業
承
継
問

題
の
解
決
に
向
け
て
重
要
で
す
。
更
に
は
、

事
業
承
継
に
際
し
、
現
経
営
者
の
保
証
契

約
の
存
在
が
隘
路
と
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
基
づ
い
て
保
証
解
除
の
可
能
性

を
検
討
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
金
融
機
関
、
中
小
企
業
支
援
機
関
、

地
方
公
共
団
体
及
び
国
の
機
関
な
ど
の
強

み
を
発
揮
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
図
り
、
沖
縄
総
合
事
務
局
は
そ
の
ブ

リ
ッ
ジ
役
と
し
て
、
必
要
な
政
策
対
応
を

行
う
な
ど
地
方
創
生
に
積
極
的
に
貢
献
し

ま
す
。
既
に
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
金

融
仲
介
の
高
度
化
を
通
じ
た
地
方
創
生
の

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
企
業
、
支

援
機
関
、
地
域
金
融
機
関
、
地
方
公
共

団
体
、
国
の
機
関
な
ど
の
各
主
体
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
発
揮
す
る
地
域
経
済
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の一員
と
し
て
、
地
域
外
の
経

済
主
体
な
ど
と
も
密
接
な
関
係
を
持
ち
な

が
ら
、
適
切
か
つ
効
果
的
な
取
組
み
を
持

続
的
に
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

2
．創
業
支
援

3
．事
業
承
継

○
今
後
の
議
論
に
向
け
て

4
．地
方
創
生
に
向
け
た

　  金
融
機
関
、
中
小
企
業
支
援
機
関
、

　  地
方
公
共
団
体
及
び
国
の

　  機
関
な
ど
と
の
連
携

・手ぶらで簡単に買い物が可能
・紛失、盗難時の被害リスクを
低減（条件次第で保証）

・現金搬出入回数の減少
・インバウンド需要の取込み
・購買情報の蓄積

キャッシュレスの意義

消費者

事業者

ICT活用の効果
事業者

金融機関

○移動時間やコスト
　の削減

○離島などの金融空白
　地域への顧客拡大
○ICT活用による顧客
　訪問の効率化

○金融機関との
　相談機会の増加

○ 業種別創業融資実績

後継者不在率上位都道府県

※業種は日本標準産業分類 (平成 25年 10月改定 )に基づく分類

出典：帝国データバンク「後継者問題に関する沖縄県企業の
　　　実態調査」（2017年度）

沖縄県
山口県
北海道
神奈川県
広島県
鳥取県
島根県
埼玉県
愛知県
大阪府

84.3%
76.4%
74.0%
74.0%
73.4%
72.6%
72.4%
71.3%
71.1%
71.0%

72.2%
59.5%
59.1%
58.1%
55.9%
55.0%
56.3%
52.8%
50.1%
52.2%

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

1
2
3
4
6
7
5
10
15
11

県別 順位 順位
60歳以上
不在率

後継者
不在率

Ⅰ
．
金
融
仲
介
機
能
高
度
化
戦
略
の
重

点
フ
ォロ
ー
ア
ッ
プ
地
域

　
本
高
度
化
戦
略
の
重
点
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
は
、
県
内
で
も
活
性
化
が
急
が
れ
る
北

部
圏
域
及
び
中
部
圏
域
（
沖
縄
市
以
北
）

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
各
圏
域
に
所
在

す
る
企
業
は
、
そ
の
特
性
に
応
じ
て
固
有

の
課
題
や
発
展
可
能
性
を
有
し
、
ニ
ー
ズ

も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
か
ら
、
本
高
度

化
戦
略
の
具
体
的
な
実
施
に
当
た
って
は
、

個
別
企
業
の
実
状
を
き
め
細
か
く
把
握
し

た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機
関
や
国
の

機
関
な
ど
が
、
多
様
な
創
意
工
夫
を
通
じ

て
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

Ⅱ
．
今
後
の
議
論
に
向
け
て

　
県
内
の
地
域
金
融
機
関
及
び
中
小
企

業
な
ど
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
拡
大

す
る
ア
ジ
ア
経
済
を
背
景
と
し
た
観
光
客

の
増
加
や
、
A
I
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
な
ど
に
よ
る
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
な
ど
に
よ
り
今
後
大
き
く
変
化
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
会
議
で
は
、
こ
う

し
た
変
化
に
も
的
確
に
対
応
し
、
本
高
度

化
戦
略
で
実
現
を
目
指
し
て
い
る
企
業
の

生
産
性
向
上
が
図
ら
れ
、
地
域
経
済
の
発

展
・
地
方
創
生
に
波
及
す
る
と
い
っ
た
好

循
環
が
作
り
出
さ
れ
る
よ
う
、今
後
と
も
、

随
時
に
会
議
を
開
催
し
、
高
度
化
戦
略
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
含
め
、
議
論
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
当
局

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

〈http://w
w
w
.ogb.go.jp/zaim

u/
za
im
u
_kin

y
u
u
_sh

o
u
ken

/ 
kinyuu_osirase/kaigitou

〉
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最
近
の
沖
縄
経
済
は
、企
業
の
景
況
感
、

雇
用
、
入
域
観
光
客
数
な
ど
の
経
済
指

標
を
み
る
と
、
本
土
復
帰
以
降
、
最
高
の

水
準
に
あ
り
ま
す
が
、
労
働
生
産
性
が
全

国
水
準
よ
り
低
い
な
ど
の
課
題
も
多
く
、

県
内
企
業
に
お
い
て
も
、
経
営
改
善
や
事

業
再
生
、
事
業
承
継
な
ど
の
経
営
課
題
に

直
面
す
る
企
業
が
多
数
存
在
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
沖

縄
の
地
域
企
業
・
経
済
の
発
展
、
地
方

創
生
の
実
現
に
向
け
、
沖
縄
県
内
の
金
融

機
関
な
ど
、
有
識
者
、
行
政
機
関
が
会

し
て
「
金
融
仲
介
・
地
方
創
生
高
度
化

推
進
会
議
」
を
5
回
に
わ
た
り
開
催
し
、

金
融
仲
介
機
能
の
高
度
化
戦
略
な
ど
の
策

定
に
係
る
議
論
を
行
い
、
こ
の
程
、
中
間

報
告
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

⑴ 

金
融
機
関
の
伴
走
型
本
業
支
援

　
県
内
金
融
機
関
で
は
、
取
引
先
企
業
の

事
業
内
容
や
そ
の
将
来
性
な
ど
も
適
切
に

評
価
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
事
業
性
評
価
」

に
基
づ
く
融
資
や
顧
客
企
業
向
け
の
本
業

支
援
（
生
産
性
向
上
）
の
取
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
既
に
こ
の
よ
う
な
事
業

性
評
価
に
基
づ
く
無
担
保
無
保
証
融
資
も

一部
の
金
融
機
関
で
は
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
更
に
高

度
化
す
る
た
め
に
は
、

①
中
小
企
業
の
経
営
者
と
対
話
を
多
く

重
ね
る
こ
と
で
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
適
切
に

構
築

②
企
業
の
財
務
・
業
務
フ
ロ
ー
・
商
流
ま

で
含
め
た
事
業
を
理
解

③
事
業
の
内
容
や
成
長
可
能
性
な
ど
を
評

価
（
事
業
性
評
価
）

④
経
営
課
題
に
対
す
る
適
切
な
解
決
策
を

伴
走
型
で
提
案
・
実
行
支
援

を
伴
走
型
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企

業
の
本
業
で
あ
る
営
業
キ
ャッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

の
増
強
、
生
産
性
（
付
加
価
値
）
向
上

を
実
現
し
て
い
く
取
組
み
を
組
織
的
・
継

続
的
に
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑵ 

中
小
企
業
自
ら
の
生
産
性
向
上
な
ど

①
管
理
会
計
に
よ
る
業
務
効
率
化

　
　
小
規
模
事
業
白
書
に
よ
る
と
、
特
に

ク
ラ
ウ
ド
型
の
利
用
者
に
お
い
て
、
直

近
3
年
間
の
経
常
利
益
額
の
増
加
傾

向
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を
活
用

し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
財
務
状
況
を
把

握
し
、
機
動
的
に
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
に
活
用
す
る
と
い
っ
た
管
理
会
計

の
実
施
、
若
し
く
は
会
計
業
務
の
省
力

化
や
初
期
導
入
・
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

低
廉
化
に
よ
る
業
務
効
率
化
に
繋
げ
、

生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

②
融
資
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
高
度
化

　
　
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
多
数
の
取

引
先
を
抱
え
て
お
り
、
取
引
先
の
財
務

デ
ー
タ
の
取
得
事
務
の
効
率
化
及
び
分

析
の
高
度
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
を

活
用
し
、
財
務
デ
ー
タ
を
中
小
企
業
・

金
融
機
関
間
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
デ
ー
タ
入
手
の
手
続
き
を
軽
減
す

る
ス
キ
ー
ム
を
導
入
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ

て
中
小
企
業
経
営
の
透
明
性
が
高
ま
る

こ
と
で
、
担
保
・
保
証
に
過
度
に
依
存

し
な
い
融
資
の
促
進
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
取
引
先
企
業
の
財

務
分
析
の
高
度
化
も
可
能
と
な
り
、
本

業
支
援
の
充
実
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑶ 

キ
ャッ
シ
ュレ
ス
の
推
進

　
地
域
金
融
機
関
な
ど
の
積
極
的
な

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
の
結
果
、
本
県
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
割
合
は
他
県
に
比
べ

て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
地

域
金
融
機
関
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
戦
略
に
基
づ
い
た
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
環
境

の
整
備
に
取
り
組
み
、
中
小
企
業
に
お
け

る
販
売
機
会
の
増
加
や
現
金
の
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
を
通
じ
た
生
産

性
を
向
上
す
る
取
組
み
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
や
P
O
S
レ

ジ
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
と
の
親
和
性
も
あ

り
、
連
携
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
生
産
性

の
向
上
に
効
果
的
で
す
。

⑷ 

I
C
T
な
ど
新
た
な
技
術
の
活
用

　
県
内
に
お
い
て
は
、
金
融
機
関
の
店
舗

が
所
在
し
て
い
な
い
市
町
村
が
多
い
ほ
か
、

都
市
部
の
渋
滞
が
慢
性
化
し
て
い
る
な

ど
、
沖
縄
県
は
立
地
の
条
件
不
利
性
を
抱

え
て
い
ま
す
。
通
信
情
報
技
術（
I
C
T
）

を
活
用
し
た
融
資
・
経
営
相
談
な
ど
の
仕

組
み
の
導
入
に
よ
っ
て
、
金
融
機
関
の
店

舗
ま
で
の
移
動
時
間
や
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
取
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

①
創
業
時
の
支
援
態
勢

　
地
域
金
融
機
関
と
沖
縄
公
庫
の
創
業

融
資
の
実
績
を
比
較
す
る
と
、
事
業
者
数

で
は
沖
縄
公
庫
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
、
公
庫
は
地
域

金
融
機
関
に
比
べ
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
・
宿

泊
業
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
関
連
産

業
へ
の
融
資
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
、
地
域
金
融
機
関
に
お
い

て
は
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
な
ど
へ
の
創
業
計

画
な
ど
の
作
成
サ
ポ
ー
ト
と
い
っ
た
、
創

業
時
の
支
援
態
勢
の
構
築
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

②
創
業
融
資
後
の
支
援
態
勢

　
沖
縄
公
庫
の
創
業
融
資
の
デ
ー
タ
を
み

る
と
、
融
資
後
5
年
目
ま
で
に
経
営
破
た

ん
し
た
先
の
割
合
（
累
積
ベ
ー
ス
）
は
、

新
規
は
年
平
均
2
・
8
%
、
既
存
は
同

1
・
4
%
と
新
規
が
既
存
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、
融
資
後
の
業
況
把
握
や
経

営
上
の
相
談
な
ど
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

体
制
の
構
築
が
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

③
創
業
支
援
態
勢
の
充
実

　
前
述
の
①
及
び
②
を
踏
ま
え
、
沖
縄
公

庫
及
び
地
域
金
融
機
関
な
ど
の
協
調
融

資
商
品
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄

公
庫
が
持
つ
創
業
計
画
な
ど
の
作
成
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
地
域
金
融
機

関
な
ど
に
よ
る
業
況
把
握
や
経
営
上
の
相

談
な
ど
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
融
合
し
た

取
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
創

業
者
の
持
続
的
な
創
出
に
つ
な
が
り
、
地

域
経
済
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
中
小
企
業
の
事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、

日
本
企
業
全
体
の
約
3
割
で
後
継
者
未

定
と
い
う
試
算
が
中
小
企
業
庁
よ
り
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
県
内
企
業

に
お
い
て
も
、
企
業
経
営
者
の
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
事
業
承
継
の
必
要
性
が
高

い
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

民
間
調
査
会
社
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

8
割
余
り
が
後
継
者
不
在
と
な
って
お
り
、

本
県
は
都
道
府
県
の
中
で
最
も
高
い
不
在

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
沖
縄
県
事
業

承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
基
づ
く
事
業

承
継
診
断
な
ど
の
取
組
み
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
取
組
み
を
着
実
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
診
断
後
に
金
融
機
関
な

ど
が
本
業
支
援
を
軸
に
伴
走
型
で
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
事
業
承
継
問

題
の
解
決
に
向
け
て
重
要
で
す
。
更
に
は
、

事
業
承
継
に
際
し
、
現
経
営
者
の
保
証
契

約
の
存
在
が
隘
路
と
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
基
づ
い
て
保
証
解
除
の
可
能
性

を
検
討
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
金
融
機
関
、
中
小
企
業
支
援
機
関
、

地
方
公
共
団
体
及
び
国
の
機
関
な
ど
の
強

み
を
発
揮
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
図
り
、
沖
縄
総
合
事
務
局
は
そ
の
ブ

リ
ッ
ジ
役
と
し
て
、
必
要
な
政
策
対
応
を

行
う
な
ど
地
方
創
生
に
積
極
的
に
貢
献
し

ま
す
。
既
に
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
金

融
仲
介
の
高
度
化
を
通
じ
た
地
方
創
生
の

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
企
業
、
支

援
機
関
、
地
域
金
融
機
関
、
地
方
公
共

団
体
、
国
の
機
関
な
ど
の
各
主
体
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
発
揮
す
る
地
域
経
済
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の一員
と
し
て
、
地
域
外
の
経

済
主
体
な
ど
と
も
密
接
な
関
係
を
持
ち
な

が
ら
、
適
切
か
つ
効
果
的
な
取
組
み
を
持

続
的
に
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

2
．創
業
支
援

3
．事
業
承
継

○
今
後
の
議
論
に
向
け
て

4
．地
方
創
生
に
向
け
た

　  金
融
機
関
、
中
小
企
業
支
援
機
関
、

　  地
方
公
共
団
体
及
び
国
の

　  機
関
な
ど
と
の
連
携

・手ぶらで簡単に買い物が可能
・紛失、盗難時の被害リスクを
低減（条件次第で保証）

・現金搬出入回数の減少
・インバウンド需要の取込み
・購買情報の蓄積

キャッシュレスの意義

消費者

事業者

ICT活用の効果
事業者

金融機関

○移動時間やコスト
　の削減

○離島などの金融空白
　地域への顧客拡大
○ICT活用による顧客
　訪問の効率化

○金融機関との
　相談機会の増加

○ 業種別創業融資実績

後継者不在率上位都道府県

※業種は日本標準産業分類 (平成 25年 10月改定 )に基づく分類

出典：帝国データバンク「後継者問題に関する沖縄県企業の
　　　実態調査」（2017年度）

沖縄県
山口県
北海道
神奈川県
広島県
鳥取県
島根県
埼玉県
愛知県
大阪府

84.3%
76.4%
74.0%
74.0%
73.4%
72.6%
72.4%
71.3%
71.1%
71.0%

72.2%
59.5%
59.1%
58.1%
55.9%
55.0%
56.3%
52.8%
50.1%
52.2%

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

1
2
3
4
6
7
5
10
15
11

県別 順位 順位
60歳以上
不在率

後継者
不在率

Ⅰ
．
金
融
仲
介
機
能
高
度
化
戦
略
の
重

点
フ
ォロ
ー
ア
ッ
プ
地
域

　
本
高
度
化
戦
略
の
重
点
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
は
、
県
内
で
も
活
性
化
が
急
が
れ
る
北

部
圏
域
及
び
中
部
圏
域
（
沖
縄
市
以
北
）

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
各
圏
域
に
所
在

す
る
企
業
は
、
そ
の
特
性
に
応
じ
て
固
有

の
課
題
や
発
展
可
能
性
を
有
し
、
ニ
ー
ズ

も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
か
ら
、
本
高
度

化
戦
略
の
具
体
的
な
実
施
に
当
た
って
は
、

個
別
企
業
の
実
状
を
き
め
細
か
く
把
握
し

た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機
関
や
国
の

機
関
な
ど
が
、
多
様
な
創
意
工
夫
を
通
じ

て
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

Ⅱ
．
今
後
の
議
論
に
向
け
て

　
県
内
の
地
域
金
融
機
関
及
び
中
小
企

業
な
ど
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
拡
大

す
る
ア
ジ
ア
経
済
を
背
景
と
し
た
観
光
客

の
増
加
や
、
A
I
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
な
ど
に
よ
る
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
な
ど
に
よ
り
今
後
大
き
く
変
化
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
会
議
で
は
、
こ
う

し
た
変
化
に
も
的
確
に
対
応
し
、
本
高
度

化
戦
略
で
実
現
を
目
指
し
て
い
る
企
業
の

生
産
性
向
上
が
図
ら
れ
、
地
域
経
済
の
発

展
・
地
方
創
生
に
波
及
す
る
と
い
っ
た
好

循
環
が
作
り
出
さ
れ
る
よ
う
、今
後
と
も
、

随
時
に
会
議
を
開
催
し
、
高
度
化
戦
略
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
含
め
、
議
論
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
当
局

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

〈http://w
w
w
.ogb.go.jp/zaim

u/
za
im
u
_kin

y
u
u
_sh

o
u
ken

/ 
kinyuu_osirase/kaigitou

〉

　財
務
部
金
融
監
督
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
0
0
9
5
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琉球泡盛用原料米の沖縄県内での生産について

　琉球泡盛は、琉球王国時代から脈々と受け継がれてきた伝統の酒であり、沖縄の歴史、文化、生
活に根ざし、多くの人に愛されてきました。琉球泡盛を国内だけでなく海外にも展開し、より多くの人
に知ってもらうため、宮腰沖縄及び北方対策担当大臣の強いリーダーシップのもと、 昨年から「琉球
泡盛海外輸出プロジェクト」の取組が始動しています。
　現在の泡盛の原料米は、海外から輸入したインディカ米（長粒種米）が大部分を占めています。一方、
日本酒やワインは、地域に根ざした原料を使用すること（テロワール）によりその付加価値を高め、
海外展開につなげています。そこで、「琉球泡盛海外輸出プロジェクト」の取組の一環として、泡盛メー
カーの需要に応じた原料米を県内で生産し、琉球泡盛のブランド価値を高めていく取組が進められて
います。このことにより、今後、琉球泡盛の輸出拡大と沖縄の水田農業の活性化が期待されています。

琉球泡盛の海外輸出について
　本取組を推進するに当たり、地元伊平屋村、JA おきなわ伊
平屋支店では、当局、沖縄県、沖縄県酒造組合との連携のもと、
米生産者に対する説明会や栽培講習会を開催しました。
　栽培講習会では、これまで県内における泡盛用原料米（長粒
種米）の生産実績がほとんど無いことから、米生産者からは、
品種の特性や栽培に当たっての留意点、国及び県による生産者
に対する支援策など（産地交付金など）について質問が寄せら
れました。JA おきなわ伊平屋支店からは、「本取組を推進し生
産者の所得向上につなげたい。」、「JA は可能な限りサポートす
るので、水稲部会・組合員の協力のもと、伊平屋村での本取組
を成功させたい。」と意欲的な発言がありました。
　説明会などのほか、伊平屋村では、JAなど関係機関と連携し、
国及び県からの産地交付金など、本取組に参加する米生産者へ
の支援を行っています。
　また、沖縄県は、国立研究開発法人国際農林水産業研究セ
ンター（JIRCAS）など国の研究機関と連携を図りながら、生
産者に対し、栽培に当たっての技術的課題をサポートする役割
を担っています。

　沖縄県酒造組合の土屋信賢専務理事から、本取組に関して、以下のとおり述べられました。
　「琉球泡盛海外輸出プロジェトやテロワールプロジェクトの取組に感謝申し上げます。琉球泡盛の出
荷数量は減少傾向が続いていますが、輸出プロジェクトの 2022 年の輸出目標である 100kl の達成
と国内の消費拡大に向け、業界一丸となり取り組んでいきます。」
　「テロワールの取組を継続させるためには、県産長粒種米の安定供給、品質の確保が重要であり、
米生産者の皆さまのご協力が必要です。泡盛業界としても取組を継続することで商品を定番化できる
と考えます。」
　「関係各位のご協力がいただける今、できることは積極的に取り組んでいく所存です。」

（8月14日　生産振興課インタビュー）

地元関係機関の取組について

沖縄県酒造組合の取組について

　沖縄総合事務局では、琉球
泡盛と県産原料米を結びつける
ことで、生産者の経営安定化と
付加価値を高めた琉球泡盛の
輸出促進に向けて、関係者の
協力のもと今後も積極的な取組
を進めていきます。

▶ 作付地：伊平屋村内の2地区
（島尻地区、我喜屋地区）

▶ 作付農家戸数：9戸（予定）
▶ 品種別作付面積：YTH183　    約 5ha
　　　　　　　　　北陸 193号   約 5ha　
▶ 定植（田植え）時期：8月下旬　　　　　
▶ 想定収穫量：約 40t

（実施済の取組）
● 8 月3日～ 4日 種子の塩水選 *・種子消毒

● 8 月6日～ 7日 は種　
● 8 月9日 育苗ハウスへ移動
● 8 月下旬 定植（田植え）
（今後の予定）
〇 12 月上旬～中旬 収穫
〇 12 月～ 収穫した米の酒造所への搬入、
 泡盛の醸造開始

伊平屋村での取組の主な概要

伊平屋村での取組スケジュール

　琉球泡盛の原料に適した長粒種米の栽培は、近年沖縄県内ではほとんど実績がありませんでした。
　そのため、今年 2 期作からの原料米生産について、水稲主産地向けの説明会を開催し、米生産者
や関係機関の皆さまに対して、本取組の目的、米生産者への支援策などを説明してきました。その結果、
生産地を伊平屋村、栽培品種をYTH183と北陸 193号の 2品種に決定しました。
　こうした関係者の努力の結果、8 月下旬に田植えが行われ、12 月上旬頃からの収穫を経て、泡盛
の醸造が開始される予定です。
　今後は、本取組を継続・発展させていくため、①高品質な原料米の提供、②支援策に頼らず自走で
きる体制づくり、③泡盛（商品）が定番化するような認知度向上の取組などを進めていく必要がありま
す。

伊平屋村における琉球泡盛用原料米の生産について

問合せ先　農林水産部生産振興課　　連絡先　098-866-1653

＊塩水に入れ、沈んだもの（健全種子）
  を種もみとして利用

【位置図】

ビニールハウスでの共同育苗の状況

YTH183の試験栽培の状況
（石垣島：JIRCAS試験ほ場）

YTH183の刈取り状況
（石垣島：JIRCAS試験ほ場）

種子
（北陸193号）

8/3-4
種子の塩水選の状況

8/3-4
種子消毒の状況

は種前の
種子の状況

8/13
育苗ハウスの状況

8/9
育苗箱を育苗ハウスへ移動

8/6-7
は種の状況

関係者による苗づくりの準備状況

沖縄総合事務局の取組について

伊平屋村での取組の状況
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米生産者の皆さまのご協力が必要です。泡盛業界としても取組を継続することで商品を定番化できる
と考えます。」
　「関係各位のご協力がいただける今、できることは積極的に取り組んでいく所存です。」

（8月14日　生産振興課インタビュー）

地元関係機関の取組について

沖縄県酒造組合の取組について

　沖縄総合事務局では、琉球
泡盛と県産原料米を結びつける
ことで、生産者の経営安定化と
付加価値を高めた琉球泡盛の
輸出促進に向けて、関係者の
協力のもと今後も積極的な取組
を進めていきます。

▶ 作付地：伊平屋村内の2地区
（島尻地区、我喜屋地区）

▶ 作付農家戸数：9戸（予定）
▶ 品種別作付面積：YTH183　    約 5ha
　　　　　　　　　北陸 193号   約 5ha　
▶ 定植（田植え）時期：8月下旬　　　　　
▶ 想定収穫量：約 40t

（実施済の取組）
● 8 月3日～ 4日 種子の塩水選 *・種子消毒

● 8 月6日～ 7日 は種　
● 8 月9日 育苗ハウスへ移動
● 8 月下旬 定植（田植え）
（今後の予定）
〇 12 月上旬～中旬 収穫
〇 12 月～ 収穫した米の酒造所への搬入、
 泡盛の醸造開始

伊平屋村での取組の主な概要

伊平屋村での取組スケジュール

　琉球泡盛の原料に適した長粒種米の栽培は、近年沖縄県内ではほとんど実績がありませんでした。
　そのため、今年 2 期作からの原料米生産について、水稲主産地向けの説明会を開催し、米生産者
や関係機関の皆さまに対して、本取組の目的、米生産者への支援策などを説明してきました。その結果、
生産地を伊平屋村、栽培品種をYTH183と北陸 193号の 2品種に決定しました。
　こうした関係者の努力の結果、8 月下旬に田植えが行われ、12 月上旬頃からの収穫を経て、泡盛
の醸造が開始される予定です。
　今後は、本取組を継続・発展させていくため、①高品質な原料米の提供、②支援策に頼らず自走で
きる体制づくり、③泡盛（商品）が定番化するような認知度向上の取組などを進めていく必要がありま
す。

伊平屋村における琉球泡盛用原料米の生産について

問合せ先　農林水産部生産振興課　　連絡先　098-866-1653

＊塩水に入れ、沈んだもの（健全種子）
  を種もみとして利用

【位置図】

ビニールハウスでの共同育苗の状況

YTH183の試験栽培の状況
（石垣島：JIRCAS試験ほ場）

YTH183の刈取り状況
（石垣島：JIRCAS試験ほ場）

種子
（北陸193号）

8/3-4
種子の塩水選の状況

8/3-4
種子消毒の状況

は種前の
種子の状況

8/13
育苗ハウスの状況

8/9
育苗箱を育苗ハウスへ移動

8/6-7
は種の状況

関係者による苗づくりの準備状況

沖縄総合事務局の取組について

伊平屋村での取組の状況
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国
土
交
通
省
に
お
い
て
も
、
M
a
a
S
を

推
進
す
る
べ
く
、今
年
度
「
新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス
推
進
事
業
（
補
助
事
業
）」
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　
本
年
4
月
か
ら
5
月
に
公
募
が
行
わ
れ
、

公
募
51
事
業
か
ら
、
事
業
の
熟
度
が
高
く
、

全
国
の
牽
引
役
と
な
る
先
駆
的
な
取
組
を
行

う
19
の
「
先
行
モ
デ
ル
事
業
」
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
沖
縄
か
ら
は
、
八
重
山
M
a
a
S
事
業
連

携
体
（
構
成
員:

T
I
S
株
式
会
社
、
沖
縄

セ
ル
ラ
ー
ア
グ
リ
＆
マ
ル
シ
ェ
株
式
会
社
、
株

式
会
社
J
T
B
沖
縄
、株
式
会
社
琉
球
銀
行
、

（一社
）
八
重
山
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
石

垣
市
、
竹
富
町
）
が
提
案
し
た
「
八
重
山

M
a
a
S
化
事
業
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
ど
、
利
用
者
利
便
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
人
々
の
外
出
や
旅
行
な
ど
移

動
に
対
す
る
抵
抗
感
が
低
下
す
る
こ
と
で
、
移

動・交
流
意
欲
が
高
ま
り
、健
康
が
増
進
さ
れ
、

ま
ち
や
地
域
全
体
が
活
性
化
し
、
豊
か
な
生

活
を
実
現
す
る
こ
と
が
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
。

八
重
山
の
交
通
が
変
わ
る
！

　
み
な
さ
ん
は
、「
M
a
a
S
」（
マ
ー
ス
）
と

い
う
言
葉
を
御
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
M
a
a
S
と
は
、〞
M
o
b
i
l
i
t
y 

a
s 

a  

S
e
r
v
i
c
e
〞
の
略
で
、
出

発
地
か
ら
到
着
地
ま
で
の
移
動
に
対
し
、
様
々

な
移
動
手
法
・
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
1

つ
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
捉
え
る
も
の
で
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動
が
可
能
に

な
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
だ
け
で
は
少
し
わ
か
り
づ
ら
い
と
思
い

ま
す
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
て
、
出
発

〜
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
実
現
に
よ
る
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
開
始
〜

1
．M
a
a
S
と
は

2
．八
重
山
M
a
a
S
化
事
業

地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
移
動
手
段
の
検
索
・

予
約
・
決
済
を 

一括
し
て
行
え
る
サ
ー
ビ
ス
と

言
え
ば
、
少
し
イ
メ
ー
ジ
は
湧
く
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
い
え
ば
と
思
わ
れ
た
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
既
に
身

近
な
と
こ
ろ
で
M
a
a
S
サ
ー
ビ
ス
は
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。
M
a
a
S
に
は
レ
ベ
ル
が
あ
り

（
図
表
1
）、
経
路
検
索
で
使
わ
れ
て
い
る

G
o
o
g
l
e
や
ジ
ョ
ル
ダ
ン
な
ど
は
レ
ベ
ル

1
に
当
た
り
ま
す
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
W
h
i
m

M
a
a
S
を
通
じ
て
目
指
す
も
の

新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
推
進
事
業

八
重
山
の
観
光
交
通
の
課
題

　一方
、
海
外
で
は
、
レ
ベ
ル
3
の
サ
ー
ビ
ス
が

既
に
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
イ
ン
ド

の
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
に
お
い
て
は
、
2
0
1
4
年

に
域
内
の
自
家
用
車
を
2
0
2
5
年
ま
で
に

ゼ
ロ
に
す
る
画
期
的
な
ロ
ー
ド
マッ
プ
が
示
さ
れ

ま
し
た
。2
0
1
7
年
に
は
、様
々
な
移
動
サ
ー

ビ
ス
を一括
で
検
索
・
予
約
・
決
済
で
き
る
ア

プ
リ
「
W
h
i
m
（
ウ
ィ
ム
）」
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
W
h
i
m
」
の
特
徴
は

徹
底
し
た
「
利
用
者
目
線
」
で
あ
り
、

①
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
（
鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
公
共
交
通
に
加
え
て
レ
ン
タ
カ
ー
、

シ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
な
ど
も
対
象
）

②
都
度
払
い
も
可
能
だ
が
、
定
額
制
で
使
い

放
題
の
プ
ラ
ン
な
ど
複
数
プ
ラ
ン
が
設
定
さ

れ
て
い
る
こ
と

③
検
索
・
予
約
・
決
済
が
ス
マ
ホ
1
つ
で
可
能

で
事
前
決
済
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
手
間
が

掛
か
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
公
共
交
通
の
利
便
性
が
格
段
に
上
が
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
W
h
i
m
ユ
ー
ザ
ー
の
公
共

交
通
機
関
の
利
用
シ
ェ
ア
が
増
加
し
て
い
る

（
図
表
2
）
ほ
か
、
沖
縄
で
も
問
題
と
な
っ
て

い
る
渋
滞
の
削
減
、
公
共
交
通
機
関
の
運
行

効
率
化
な
ど
に
も
資
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
M
a
a
S
導
入
に
よ
る
変
化
を
、
図
表
3

の
と
お
り
、
イ
メ
ー
ジ
化
し
て
み
ま
し
た
。

M
a
a
S
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

①
M
a
a
S
が
利
用
者
の
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」

と
な
り
利
用
者
に
と
っ
て
動
線
が
1
つ
に
な

る
②
複
数
サ
ー
ビ
ス
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
・
定
額
制

な
ど
が
実
現
し
や
す
い

③
交
通
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
も
可
能
に

な
る

　「
八
重
山
M
a
a
S
化
事
業
」
に
お
い
て
は
、

年
間
1
4
0
万
人
の
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
、
観
光
型
M
a
a
S
を
実
現
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
八
重
山
は
、
石
垣
市
、
竹
富
町
、
与
那
国

町
の
1
市
2
町
か
ら
な
る
地
域
で
、
人
口
5
・

6
万
人
（
う
ち
石
垣
市
が
5
・
0
万
人
）、

石
垣
島
の
ほ
か
に
も
、
竹
富
島
、
来
年
度
世

界
自
然
遺
産
登
録
が
期
待
さ
れ
る
西
表
島
な

ど
観
光
客
に
と
っ
て
魅
力
的
な
島
々
も
多
く
あ

り
ま
す
。

　
公
共
交
通
と
し
て
は
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
に

加
え
て
、
多
く
の
離
島
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

か
ら
フ
ェ
リ
ー
が
充
実
し
て
い
る
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　一方
、
観
光
客
の
多
く
が
レ
ン
タ
カ
ー
を
利

用
し
て
お
り
、
レ
ン
タ
カ
ー
事
故
の
増
加
、
石

垣
港
離
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
の
混
雑
な
ど
の

課
題
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

図表 1　MaaS のレベル

図表 4 八重山地域の交通状況

図表 5 八重山MaaS 実証の内容

（利用イメージ）

図表 2 Whimの効果

図表 3 MaaS 導入による変化（イメージ）
出典：国土交通省HP

出典：石垣空港Webサイト

　
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し
、
観
光
客
目

線
で
利
便
性
の
高
い
M
a
a
S
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、「
八
重
山
M
a
a
S
化
事
業
」

に
お
い
て
は
、バ
ス
、タ
ク
シ
ー
、フェ
リ
ー
と
いっ

た
公
共
交
通
に
加
え
、
商
業
施
設
、
飲
食
施

設
や
観
光
施
設
・
商
品
も
対
象
と
し
て
加
え

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
本
年
11
月
か
ら
来
年
2
月

ま
で
、
図
表
5
の
と
お
り
実
証
を
実
施
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば
、
石
垣
空
港
に
着
い

て
か
ら
、
離
島
も
含
め
て
、
観
光
地
や
ホ
テ
ル

に
行
く
際
、
レ
ン
タ
カ
ー
が
な
く
て
も
快
適
に

移
動
で
き
、
旅
行
を
楽
し
め
る
環
境
が
創
出

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
期
に
八
重
山
へ
お
越
し
の
際
は
、
是

非
本
M
a
a
S
を
お
試
し
下
さ
い
。

　運
輸
部
企
画
室

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
8
1
2

① 交通機関・施設に「スマート
プレート」を設置or 貼付

② 利用者が「スマートプレート」
をQR読取 or タッチ

③ スマートフォン画面にチケッ
トが表示

④ 係員がスマートフォン画面を
確認
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す
。
フ
ィ
ン
ラ
イ
ン
ド

の
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
に
お
い
て
は
、
2
0
1
4
年

に
域
内
の
自
家
用
車
を
2
0
2
5
年
ま
で
に

ゼ
ロ
に
す
る
画
期
的
な
ロ
ー
ド
マッ
プ
が
示
さ
れ

ま
し
た
。2
0
1
7
年
に
は
、様
々
な
移
動
サ
ー

ビ
ス
を一括
で
検
索
・
予
約
・
決
済
で
き
る
ア

プ
リ
「
W
h
i
m
（
ウ
ィ
ム
）」
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
W
h
i
m
」
の
特
徴
は

徹
底
し
た
「
利
用
者
目
線
」
で
あ
り
、

①
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
（
鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
公
共
交
通
に
加
え
て
レ
ン
タ
カ
ー
、

シ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
な
ど
も
対
象
）

②
都
度
払
い
も
可
能
だ
が
、
定
額
制
で
使
い

放
題
の
プ
ラ
ン
な
ど
複
数
プ
ラ
ン
が
設
定
さ

れ
て
い
る
こ
と

③
検
索
・
予
約
・
決
済
が
ス
マ
ホ
1
つ
で
可
能

で
事
前
決
済
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
手
間
が

掛
か
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
公
共
交
通
の
利
便
性
が
格
段
に
上
が
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
W
h
i
m
ユ
ー
ザ
ー
の
公
共

交
通
機
関
の
利
用
シ
ェ
ア
が
増
加
し
て
い
る

（
図
表
2
）
ほ
か
、
沖
縄
で
も
問
題
と
な
っ
て

い
る
渋
滞
の
削
減
、
公
共
交
通
機
関
の
運
行

効
率
化
な
ど
に
も
資
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
M
a
a
S
導
入
に
よ
る
変
化
を
、
図
表
3

の
と
お
り
、
イ
メ
ー
ジ
化
し
て
み
ま
し
た
。

M
a
a
S
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

①
M
a
a
S
が
利
用
者
の
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」

と
な
り
利
用
者
に
と
っ
て
動
線
が
1
つ
に
な

る
②
複
数
サ
ー
ビ
ス
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
・
定
額
制

な
ど
が
実
現
し
や
す
い

③
交
通
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
も
可
能
に

な
る

　「
八
重
山
M
a
a
S
化
事
業
」
に
お
い
て
は
、

年
間
1
4
0
万
人
の
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
、
観
光
型
M
a
a
S
を
実
現
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
八
重
山
は
、
石
垣
市
、
竹
富
町
、
与
那
国

町
の
1
市
2
町
か
ら
な
る
地
域
で
、
人
口
5
・

6
万
人
（
う
ち
石
垣
市
が
5
・
0
万
人
）、

石
垣
島
の
ほ
か
に
も
、
竹
富
島
、
来
年
度
世

界
自
然
遺
産
登
録
が
期
待
さ
れ
る
西
表
島
な

ど
観
光
客
に
と
っ
て
魅
力
的
な
島
々
も
多
く
あ

り
ま
す
。

　
公
共
交
通
と
し
て
は
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
に

加
え
て
、
多
く
の
離
島
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

か
ら
フ
ェ
リ
ー
が
充
実
し
て
い
る
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　一方
、
観
光
客
の
多
く
が
レ
ン
タ
カ
ー
を
利

用
し
て
お
り
、
レ
ン
タ
カ
ー
事
故
の
増
加
、
石

垣
港
離
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
の
混
雑
な
ど
の

課
題
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

図表 1　MaaS のレベル

図表 4 八重山地域の交通状況

図表 5 八重山MaaS 実証の内容

（利用イメージ）

図表 2 Whimの効果

図表 3 MaaS 導入による変化（イメージ）
出典：国土交通省HP

出典：石垣空港Webサイト

　
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し
、
観
光
客
目

線
で
利
便
性
の
高
い
M
a
a
S
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、「
八
重
山
M
a
a
S
化
事
業
」

に
お
い
て
は
、バ
ス
、タ
ク
シ
ー
、フェ
リ
ー
と
いっ

た
公
共
交
通
に
加
え
、
商
業
施
設
、
飲
食
施

設
や
観
光
施
設
・
商
品
も
対
象
と
し
て
加
え

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
本
年
11
月
か
ら
来
年
2
月

ま
で
、
図
表
5
の
と
お
り
実
証
を
実
施
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば
、
石
垣
空
港
に
着
い

て
か
ら
、
離
島
も
含
め
て
、
観
光
地
や
ホ
テ
ル

に
行
く
際
、
レ
ン
タ
カ
ー
が
な
く
て
も
快
適
に

移
動
で
き
、
旅
行
を
楽
し
め
る
環
境
が
創
出

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
期
に
八
重
山
へ
お
越
し
の
際
は
、
是

非
本
M
a
a
S
を
お
試
し
下
さ
い
。

　運
輸
部
企
画
室

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
8
1
2

① 交通機関・施設に「スマート
プレート」を設置or 貼付

② 利用者が「スマートプレート」
をQR読取 or タッチ

③ スマートフォン画面にチケッ
トが表示

④ 係員がスマートフォン画面を
確認
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　「
Z
E
B
」
と
は
N
e
t 

Z
e
r
o 

E
n
e
r
g
y 

B
u
i
l
d
i
n
g

（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）

の
略
称
で
、「
ゼ
ブ
」
と
呼
び
ま
す
。
快

適
な
室
内
環
境
を
実
現
し
な
が
ら
、
建

物
で
消
費
す
る
年
間
の一次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

収
支
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
建

物
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
を
1
0
0
%

以
上
削
減
し
た
も
の
を
「
Z
E
B
」、
75

%
以
上
を
＊「
N
e
a
r
l
y 

Z
E
B
」、

50
%
以
上
を
「
Z
E
B 

R
e
a
d
y
」

の
3
段
階
に
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

オフィス・
事 務 所

ホ テ ル・
旅 館 業・
宿 泊 業　

小 売 業 運 輸 業飲 食 業

製 造 業

（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
本
部
支
店
で
は
、
空
調
と
照
明
の
負
荷
低

減
を
図
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、①

放
射
式
冷
房
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
に
よ
る
空

調
負
荷
の
低
減
、② 

L
E
D
や
人
感
セ
ン
サ
ー

な
ど
を
用
い
た
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
【
省

エ
ネ
】、③ 

デ
マ
ン
ド
監
視
装
置
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
契
約
電
力
の
推
移
の
観
察
【
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
】、④ 

太
陽
光
発
電
設
備

(

20
k
W)

の
導
入
【
創
エ
ネ
】
に
よ
り
年
間
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
収
支
を
大
幅
に
抑
え
経
営
改
善

を
図
って
い
ま
す
。

　
省
エ
ネ
に
取

り
組
ん
だ
こ
と

に
よ
っ
て
、
年
間

エ
ネ
ル
ギ
ー
収

支
76
％
の
改
善

を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
具
体
的

に
は
、
空
調
・

照
明
な
ど
の
導

入
に
よ
る
省
エ

ネ
で
50
％
以
上

　
今
回
の
「
事
務
所
・
オ
フ
ィ
ス
編
」
で
は
、

年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
76
％
の
改
善
を
見
込

ん
で
い
る
琉
球
銀
行
本
部
支
店
の
取
り
組
み
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
琉
球
銀
行
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
店
舗

作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
企
業
の

省
エ
ネ
設
備
を
導
入
す
る
な
ど
、
県
内
企
業

の
サ
ポ
ー
ト
も
積
極
的
に
行
って
い
ま
す
。

　
本
部
支
店
で
は
、
光
熱
費
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
を
大
幅
に
抑
え
た
建
物
を
実
現
し
、
年

間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
を
75
％
以
上
改
善
で
き

る
建
物
と
し
て
＊

N
e
a
r
l
y 

Z
E
B

を
削
減
し
た
上
で
、
本
部
支
店
で
利
用
す
る

電
気
を
太
陽
光
発
電
で
75
％
以
上
賄
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、「
お
客
様
の
み
な
ら
ず
、
従

業
員
か
ら
も
快
適
度
が
向
上
し
た
」
さ
ら
に
、

「
従
業
員
の
省
エ
ネ
意
識
も
向
上
し
、
こ
ま
め

な
節
電
に
つ
な
が
る
な
ど
の
効
果
が
現
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
積
極
的
に
環
境
に
配
慮
し
た

店
舗
作
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
、
担
当
の

安
藤
さ
ん
は
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
同

支
店
の
大
山
さ
ん
は
「
支
店
は
、
海
洋
博
公

園
向
け
の
幹
線
道
路
に
面
し
て
い
る
の
で
、
お

客
様
や
観
光
客
の
方
に
は
、
い
つ
で
も
気
軽
に

利
用
し
て
ほ
し
い
」と
ご
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

向
け
て
、
2
0
1
3
年
度
比
で
C
O₂
（
二
酸

化
炭
素
）
の
26
％
の
排
出
削
減
を
約
束
し
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。一方
、
企
業
に
お
い
て
は
、
経
営
環
境
な

ど
が
変
化
す
る
中
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利

用
に
向
け
て
、
課
題
の
発
見
や
新
た
な
取
組

な
ど
、
知
恵
を
絞
っ
て
省
エ
ネ
取
組
を
模
索
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
60
％
を
占
め

る
業
務
部
門
で
、
特
に
空
調
や
照
明
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
す
る
オ
フ
ィ
ス
や
事
務
所
に
お
け
る

省
エ
ネ
対
策
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　
空
調
設
備
で
は
、
温
度
設
定
の
管
理
や
換

気
扇
の
運
用
見
直
し
、
高
効
率
な
設
備
へ
の

更
新
で
、
照
明
設
備
で
は
、
不
要
な
電
気
の

消
灯
や
L
E
D
へ
の
更
新
、
セ
ン
サ
ー
の
導
入

に
よ
る
効
率
的
運
用
な
ど
で
省
エ
ネ
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
カ
ー
テ
ン
や
遮
熱
フ
ィ

ル
ム
を
利
用
し
て
日
射
負
荷
を
抑
え
る
こ
と

で
、空
調
負
荷
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

パ
ソ
コ
ン
の
画
面
の
輝
度
調
整
や
節
電
機
能
を

使
う
こ
と
で
、
簡
単
に
省
エ
ネ
に
取
り
組
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。

～省エネで経営力アップ～
Vol.1　オフィス・事務所編

“省エネ”＋” 創エネ (太陽光 )” で
電気代を76％削減！

　
沖
縄
は
、
観
光
客
の
増
加
な
ど
に
よ
る
経

済
の
好
調
さ
を
背
景
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費

が
拡
大
し
続
け
て
い
ま
す
。
企
業
活
用
に
お
い

て
は
経
営
課
題
を
見
つ
け
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
資
源
の
少
な
い

我
が
国
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
コ
ス
ト
の一

部
と
捉
え
、
省
エ
ネ
に
よ
り
節
約
で
き
た
分
を

利
益
と
見
な
す
こ
と
が
重
要
と
な
って
い
ま
す
。

　
し
か
し
、「
省
エ
ネ
や
節
電
を
し
た
い
が
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」、「
す
で
に
取

組
ん
で
は
い
る
が
、
更
な
る
改
善
を
図
る
た
め
、

専
門
家
の
意
見
を
聞
き
た
い
」、「
電
気
代
や

ガ
ス
代
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
削
減
し

た
い
」
な
ど
、
様
々
な
疑
問
に
対
し
て
、
課
題

解
決
の
方
法
、
取
組
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
省
エ
ネ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
確

保
と
地
球
温
暖
化
防
止
の
両
面
の
意
義
が
あ

り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
大
部
分
を
占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

起
源
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
に
向
け
て
、

省
エ
ネ
の
必
要
性
が一
層
高
ま
っ
て
お
り
、
日

本
政
府
は
パ
リ
協
定
に
お
い
て
2
0
3
0
年
に

  

省
エ
ネ
か
ら
は
じ
め
る

　
　
　
　
　
経
営
力
ア
ッ
プ
！

  

オ
フ
ィ
ス
・
事
務
所
向
け

　
　
　
　
　 〝
省
エ
ネ
対
策 

〞

  

省
エ
ネ
の
重
要
性

■ 

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

■ 

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

■ 

主
な
取
り
組
み

■ 

主
な
取
り
組
み

■ 

改
善
効
果
と
今
後
の
取
組

■ 

改
善
効
果
と
今
後
の
取
組

■ 

県
内
初
！

　
　
N
e
a
r
l
y 

Z
E
B
の
実
現

■ 

県
内
初
！

　
　
N
e
a
r
l
y 

Z
E
B
の
実
現

蛍光灯200台を LEDに更新すると 301,488 円／年削減！
(80W/台・更新前- 36W/台・更新後)×200台×250日(1年間の営業日数)
×8時間×0.01713円/Wh=301,488円/年

空調の設定温度を夏期に 1℃変えると 47,000 円／年削減！
対象設備：空調機10台　　　　電動機容量 計55.2kW
省エネ効果：電力量2,956kWh/年の削減

お得！

お得！

県内初！Nearly ZEB 認定
琉球銀行 本部支店

Nearly ZEB
認定マーク

支店に導入された太陽光発電設備
金秀アルミ工業社の

放射式冷房システム「エコウィン」

琉球銀行：安藤さん建築設計に携わった担当者と記者

〒905-0212
本部町字大浜 878番地 1
TEL.0980-47-2600

＜主な省エネ対策＞
①空調負荷低減
②LED照明への交換
③デマンド監視
④太陽光発電設備 (20kW)

一
般
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
お
ト
ク
な
支
援
情
報

○
無
料
の
省
エ
ネ
診
断

○
省
エ
ネ
の
お
悩
み
、

　何
で
も
相
談

　（相
談
窓
口
）

○
省
エ
ネ
設
備
・

　機
器
導
入
費
用

　補
助
支
援

～次回予告～
省エネ最前線
Vol.2　ホテル・宿泊業・旅館業編
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　「
Z
E
B
」
と
は
N
e
t 

Z
e
r
o 

E
n
e
r
g
y 

B
u
i
l
d
i
n
g

（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）

の
略
称
で
、「
ゼ
ブ
」
と
呼
び
ま
す
。
快

適
な
室
内
環
境
を
実
現
し
な
が
ら
、
建

物
で
消
費
す
る
年
間
の一次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

収
支
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
建

物
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
を
1
0
0
%

以
上
削
減
し
た
も
の
を
「
Z
E
B
」、
75

%
以
上
を
＊「
N
e
a
r
l
y 

Z
E
B
」、

50
%
以
上
を
「
Z
E
B 

R
e
a
d
y
」

の
3
段
階
に
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

オフィス・
事 務 所

ホ テ ル・
旅 館 業・
宿 泊 業　

小 売 業 運 輸 業飲 食 業

製 造 業

（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
本
部
支
店
で
は
、
空
調
と
照
明
の
負
荷
低

減
を
図
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、①

放
射
式
冷
房
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
に
よ
る
空

調
負
荷
の
低
減
、② 

L
E
D
や
人
感
セ
ン
サ
ー

な
ど
を
用
い
た
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
【
省

エ
ネ
】、③ 

デ
マ
ン
ド
監
視
装
置
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
契
約
電
力
の
推
移
の
観
察
【
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
】、④ 

太
陽
光
発
電
設
備

(
20
k
W)

の
導
入
【
創
エ
ネ
】
に
よ
り
年
間
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
収
支
を
大
幅
に
抑
え
経
営
改
善

を
図
って
い
ま
す
。

　
省
エ
ネ
に
取

り
組
ん
だ
こ
と

に
よ
っ
て
、
年
間

エ
ネ
ル
ギ
ー
収

支
76
％
の
改
善

を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
具
体
的

に
は
、
空
調
・

照
明
な
ど
の
導

入
に
よ
る
省
エ

ネ
で
50
％
以
上

　
今
回
の
「
事
務
所
・
オ
フ
ィ
ス
編
」
で
は
、

年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
76
％
の
改
善
を
見
込

ん
で
い
る
琉
球
銀
行
本
部
支
店
の
取
り
組
み
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
琉
球
銀
行
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
店
舗

作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
企
業
の

省
エ
ネ
設
備
を
導
入
す
る
な
ど
、
県
内
企
業

の
サ
ポ
ー
ト
も
積
極
的
に
行
って
い
ま
す
。

　
本
部
支
店
で
は
、
光
熱
費
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
を
大
幅
に
抑
え
た
建
物
を
実
現
し
、
年

間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
を
75
％
以
上
改
善
で
き

る
建
物
と
し
て
＊

N
e
a
r
l
y 

Z
E
B

を
削
減
し
た
上
で
、
本
部
支
店
で
利
用
す
る

電
気
を
太
陽
光
発
電
で
75
％
以
上
賄
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、「
お
客
様
の
み
な
ら
ず
、
従

業
員
か
ら
も
快
適
度
が
向
上
し
た
」
さ
ら
に
、

「
従
業
員
の
省
エ
ネ
意
識
も
向
上
し
、
こ
ま
め

な
節
電
に
つ
な
が
る
な
ど
の
効
果
が
現
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
積
極
的
に
環
境
に
配
慮
し
た

店
舗
作
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
、
担
当
の

安
藤
さ
ん
は
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
同

支
店
の
大
山
さ
ん
は
「
支
店
は
、
海
洋
博
公

園
向
け
の
幹
線
道
路
に
面
し
て
い
る
の
で
、
お

客
様
や
観
光
客
の
方
に
は
、
い
つ
で
も
気
軽
に

利
用
し
て
ほ
し
い
」と
ご
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

向
け
て
、
2
0
1
3
年
度
比
で
C
O₂
（
二
酸

化
炭
素
）
の
26
％
の
排
出
削
減
を
約
束
し
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。一方
、
企
業
に
お
い
て
は
、
経
営
環
境
な

ど
が
変
化
す
る
中
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利

用
に
向
け
て
、
課
題
の
発
見
や
新
た
な
取
組

な
ど
、
知
恵
を
絞
っ
て
省
エ
ネ
取
組
を
模
索
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
60
％
を
占
め

る
業
務
部
門
で
、
特
に
空
調
や
照
明
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
す
る
オ
フ
ィ
ス
や
事
務
所
に
お
け
る

省
エ
ネ
対
策
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　
空
調
設
備
で
は
、
温
度
設
定
の
管
理
や
換

気
扇
の
運
用
見
直
し
、
高
効
率
な
設
備
へ
の

更
新
で
、
照
明
設
備
で
は
、
不
要
な
電
気
の

消
灯
や
L
E
D
へ
の
更
新
、
セ
ン
サ
ー
の
導
入

に
よ
る
効
率
的
運
用
な
ど
で
省
エ
ネ
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
カ
ー
テ
ン
や
遮
熱
フ
ィ

ル
ム
を
利
用
し
て
日
射
負
荷
を
抑
え
る
こ
と

で
、空
調
負
荷
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

パ
ソ
コ
ン
の
画
面
の
輝
度
調
整
や
節
電
機
能
を

使
う
こ
と
で
、
簡
単
に
省
エ
ネ
に
取
り
組
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。

～省エネで経営力アップ～
Vol.1　オフィス・事務所編

“省エネ”＋” 創エネ (太陽光 )” で
電気代を76％削減！

　
沖
縄
は
、
観
光
客
の
増
加
な
ど
に
よ
る
経

済
の
好
調
さ
を
背
景
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費

が
拡
大
し
続
け
て
い
ま
す
。
企
業
活
用
に
お
い

て
は
経
営
課
題
を
見
つ
け
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
資
源
の
少
な
い

我
が
国
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
コ
ス
ト
の一

部
と
捉
え
、
省
エ
ネ
に
よ
り
節
約
で
き
た
分
を

利
益
と
見
な
す
こ
と
が
重
要
と
な
って
い
ま
す
。

　
し
か
し
、「
省
エ
ネ
や
節
電
を
し
た
い
が
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」、「
す
で
に
取

組
ん
で
は
い
る
が
、
更
な
る
改
善
を
図
る
た
め
、

専
門
家
の
意
見
を
聞
き
た
い
」、「
電
気
代
や

ガ
ス
代
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
削
減
し

た
い
」
な
ど
、
様
々
な
疑
問
に
対
し
て
、
課
題

解
決
の
方
法
、
取
組
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
省
エ
ネ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
確

保
と
地
球
温
暖
化
防
止
の
両
面
の
意
義
が
あ

り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
大
部
分
を
占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

起
源
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
に
向
け
て
、

省
エ
ネ
の
必
要
性
が一
層
高
ま
っ
て
お
り
、
日

本
政
府
は
パ
リ
協
定
に
お
い
て
2
0
3
0
年
に

  

省
エ
ネ
か
ら
は
じ
め
る

　
　
　
　
　
経
営
力
ア
ッ
プ
！

  

オ
フ
ィ
ス
・
事
務
所
向
け

　
　
　
　
　 〝
省
エ
ネ
対
策 

〞

  

省
エ
ネ
の
重
要
性

■ 

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

■ 

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

■ 

主
な
取
り
組
み

■ 

主
な
取
り
組
み

■ 

改
善
効
果
と
今
後
の
取
組

■ 

改
善
効
果
と
今
後
の
取
組

■ 

県
内
初
！

　
　
N
e
a
r
l
y 

Z
E
B
の
実
現

■ 

県
内
初
！

　
　
N
e
a
r
l
y 

Z
E
B
の
実
現

蛍光灯200台を LEDに更新すると 301,488 円／年削減！
(80W/台・更新前- 36W/台・更新後)×200台×250日(1年間の営業日数)
×8時間×0.01713円/Wh=301,488円/年

空調の設定温度を夏期に 1℃変えると 47,000 円／年削減！
対象設備：空調機10台　　　　電動機容量 計55.2kW
省エネ効果：電力量2,956kWh/年の削減

お得！

お得！

県内初！Nearly ZEB 認定
琉球銀行 本部支店

Nearly ZEB
認定マーク

支店に導入された太陽光発電設備
金秀アルミ工業社の

放射式冷房システム「エコウィン」

琉球銀行：安藤さん建築設計に携わった担当者と記者

〒905-0212
本部町字大浜 878番地 1
TEL.0980-47-2600

＜主な省エネ対策＞
①空調負荷低減
②LED照明への交換
③デマンド監視
④太陽光発電設備 (20kW)

一
般
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
お
ト
ク
な
支
援
情
報

○
無
料
の
省
エ
ネ
診
断

○
省
エ
ネ
の
お
悩
み
、

　何
で
も
相
談

　（相
談
窓
口
）

○
省
エ
ネ
設
備
・

　機
器
導
入
費
用

　補
助
支
援

～次回予告～
省エネ最前線
Vol.2　ホテル・宿泊業・旅館業編
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財
務
部
は
、
沖
縄
国
税
事
務
所
と
連

携
し
、
6
月
27
日
、
沖
縄
国
際
大
学
生

（
1
0
0
名
）
に
対
し
て
、「
く
ら
し
を
支

え
る
税
」＆「
日
本
の
財
政
の
現
状
と
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
話
を
行
い
ま
し

た
。

　
税
の
講
話
に
お
い
て
は
、
税
金
の
集
め

方
、
税
の
分
類
、
税
収
の
推
移
な
ど
の
税

に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
の
後
、
私
達
の

身
近
な
消
費
税
の
仕
組
み
や
軽
減
税
率
制

度
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
演
習
問
題
と
し
て
、
仮
定
の
事
例

を
基
に
、
生
徒
達
に
実
際
に
所
得
税
の
申

告
書
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
財
政
の
講
話
に
お
い
て
は
、「
な
ぜ
財
政

は
悪
化
し
た
の
か
」
に
重
点
を
置
い
て
、

社
会
保
障
関
係
費
の
内
容
、
給
付
と
負

担
の
（
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
）
現
状
、
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
将
来
の
給
付
見
通
し
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
消

費
税
率
の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、
待
機
児

童
解
消
な
ど
の
子
育
て
世
代
の
た
め
に
も

使
わ
れ
、
全
世
代
型
の
社
会
保
障
制
度
に

転
換
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
財
政
は
皆
さ
ん
の
く
ら
し
に

密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
財
政

の
未
来
を
考
え
る
こ
と
は
、
自
分
の
将
来

を
考
え
る
こ
と
で
す
。一人
ひ
と
り
が
、
予

算
の
使
い
道
を
真
剣
に
考
え
、
ど
の
よ
う

に
財
政
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
く
か
を
考

え
る
事
が
大
切
で
す
。」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
財
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、「
財
政

の
現
状
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
」
60
％
、

「
財
政
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
方
法
（
負
担
増

o
r
受
益
減
な
ど
）
は
、
ど
ち
ら
が
良
い

の
か
分
か
ら
な
い
」
47
％
と
い
う
結
果
で

あ
り
、
改
め
て
、「
財
政
」
を
知
っ
て
も
ら

う
事
の
大
切
さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
部
は
、
今
後
も
、
沖
縄
国
税
事
務

所
と
の
連
携
や
財
務
省
か
ら
共
有
さ
れ
た

講
演
資
料
な
ど
を
活
用
し
、「
伝
わ
る
広

報
」
を
心
が
け
な
が
ら
、
財
政
広
報
を
積

極
的
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
講
師
派
遣

の
ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
財
務
課

広
報
担
当
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　財
務
部
財
務
課
広
報
担
当

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
0
0
9
1

仕
事
の

【財務部】

沖縄国税事務所との広報コラボ！
「税・財政の講話（大学生編）」 No.3

　
6
月
16
日
、
宮
古
島
市
女
性
団
体
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
に
お
い
て
、「
私
た
ち
の
暮
ら

し
と
独
占
禁
止
法
の
関
わ
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
独
占
禁
止
法
及
び
景
品
表
示
法
に
つ

い
て
福
田
公
正
取
引
室
長
が
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　
内
容
は
、
市
場
に
お
け
る
競
争
に
よ
る

消
費
者
の
メ
リ
ッ
ト
、
私
た
ち
の
身
近
で

起
こ
っ
た
事
件
の
概
要
及
び
公
正
取
引
委

員
会
の
役
割
に
つ
い
て
、
最
近
の
事
例
を

多
数
紹
介
し
、
最
後
に
参
加
者
の
質
問
に

答
え
な
が
ら
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
テ
レ
ビ
C
M
、
テ
レ

ビ
通
販
及
び
飲
食
店
の
表
示
内
容
な
ど
に

つ
い
て
の
質
問
や
感
想
な
ど
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
総
務
部
公
正
取
引
室
で
は
、
独
占
禁

止
法
や
公
正
取
引
委
員
会
の
仕
事
の
説
明

を
行
う
と
と
も
に
、
消
費
者
か
ら
の
質
問

に
お
答
え
す
る
「
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
」
を

随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
時
期
、
所
要
時
間
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ご
要
望
に
応
じ
て
調
整
・
検
討
い
た
し
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　総
務
部
公
正
取
引
室

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
0
0
4
9 No.2

仕
事
の

【
総
務
部
】

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
独
占
禁
止
法
の
関
わ
り

〜
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
〜

〜
沖
縄
国
際
大
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
〜

講義の様子

財務省から共有された素材を活用

大学生の前で熱弁する財務部講師

公正取引室　福田秀一郎　室長

シミュレーションゲームの様子

No.1

仕
事
の

【
総
務
部
】

独
占
禁
止
法
教
室

　
6
月
25
日
、
沖
縄
国
際
大
学
に
お
い
て

独
占
禁
止
法
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
独
占
禁
止
法
教
室
で
は
、
公
正
取
引

委
員
会
の
役
割
や
独
占
禁
止
法
な
ど
の
所

管
法
律
の
内
容
、
過
去
の
違
反
事
例
に
つ

い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
は
、

学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
携
帯
電
話
販
売
店
3
社

の
販
売
店
員
に
な
っ
て
競
争
を
体
験
し
た

り
、
カ
ル
テ
ル
を
行
っ
た
企
業
に
立
入
検

査
を
行
う
寸
劇
に
参
加
す
る
な
ど
、
体
験

を
通
し
て
市
場
に
お
け
る
競
争
の
必
要
性

を
学
び
ま
し
た
。

　
学
生
か
ら
は
、「
自
分
に
は
あ
ま
り
関

係
の
な
い
話
だ
と
思
って
い
た
が
、
実
際
の

事
例
を
聞
い
て
、
身
近
に
起
き
る
可
能
性

の
あ
る
問
題
だ
と
感
じ
た
」
な
ど
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
総
務
部
公
正
取
引
室
で
は
、
独
占
禁

止
法
の
役
割
や
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
の

授
業
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　総
務
部
公
正
取
引
室

☎
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ー
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ー
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公正取引委員会
マスコットキャラクター
「どっきん」

セミナー参加者のアンケート結果

普通
9%

おおむね満足
43%

満足
48%

10



　
財
務
部
は
、
沖
縄
国
税
事
務
所
と
連

携
し
、
6
月
27
日
、
沖
縄
国
際
大
学
生

（
1
0
0
名
）
に
対
し
て
、「
く
ら
し
を
支

え
る
税
」＆「
日
本
の
財
政
の
現
状
と
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
話
を
行
い
ま
し

た
。

　
税
の
講
話
に
お
い
て
は
、
税
金
の
集
め

方
、
税
の
分
類
、
税
収
の
推
移
な
ど
の
税

に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
の
後
、
私
達
の

身
近
な
消
費
税
の
仕
組
み
や
軽
減
税
率
制

度
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
演
習
問
題
と
し
て
、
仮
定
の
事
例

を
基
に
、
生
徒
達
に
実
際
に
所
得
税
の
申

告
書
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
財
政
の
講
話
に
お
い
て
は
、「
な
ぜ
財
政

は
悪
化
し
た
の
か
」
に
重
点
を
置
い
て
、

社
会
保
障
関
係
費
の
内
容
、
給
付
と
負

担
の
（
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
）
現
状
、
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
将
来
の
給
付
見
通
し
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
消

費
税
率
の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、
待
機
児

童
解
消
な
ど
の
子
育
て
世
代
の
た
め
に
も

使
わ
れ
、
全
世
代
型
の
社
会
保
障
制
度
に

転
換
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
財
政
は
皆
さ
ん
の
く
ら
し
に

密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
財
政

の
未
来
を
考
え
る
こ
と
は
、
自
分
の
将
来

を
考
え
る
こ
と
で
す
。一人
ひ
と
り
が
、
予

算
の
使
い
道
を
真
剣
に
考
え
、
ど
の
よ
う

に
財
政
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
く
か
を
考

え
る
事
が
大
切
で
す
。」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
財
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、「
財
政

の
現
状
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
」
60
％
、

「
財
政
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
方
法
（
負
担
増

o
r
受
益
減
な
ど
）
は
、
ど
ち
ら
が
良
い

の
か
分
か
ら
な
い
」
47
％
と
い
う
結
果
で

あ
り
、
改
め
て
、「
財
政
」
を
知
っ
て
も
ら

う
事
の
大
切
さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
部
は
、
今
後
も
、
沖
縄
国
税
事
務

所
と
の
連
携
や
財
務
省
か
ら
共
有
さ
れ
た

講
演
資
料
な
ど
を
活
用
し
、「
伝
わ
る
広

報
」
を
心
が
け
な
が
ら
、
財
政
広
報
を
積

極
的
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
講
師
派
遣

の
ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
財
務
課

広
報
担
当
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　財
務
部
財
務
課
広
報
担
当

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
0
0
9
1

仕
事
の

【財務部】

沖縄国税事務所との広報コラボ！
「税・財政の講話（大学生編）」 No.3

　
6
月
16
日
、
宮
古
島
市
女
性
団
体
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
に
お
い
て
、「
私
た
ち
の
暮
ら

し
と
独
占
禁
止
法
の
関
わ
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
独
占
禁
止
法
及
び
景
品
表
示
法
に
つ

い
て
福
田
公
正
取
引
室
長
が
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　
内
容
は
、
市
場
に
お
け
る
競
争
に
よ
る

消
費
者
の
メ
リ
ッ
ト
、
私
た
ち
の
身
近
で

起
こ
っ
た
事
件
の
概
要
及
び
公
正
取
引
委

員
会
の
役
割
に
つ
い
て
、
最
近
の
事
例
を

多
数
紹
介
し
、
最
後
に
参
加
者
の
質
問
に

答
え
な
が
ら
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
テ
レ
ビ
C
M
、
テ
レ

ビ
通
販
及
び
飲
食
店
の
表
示
内
容
な
ど
に

つ
い
て
の
質
問
や
感
想
な
ど
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
総
務
部
公
正
取
引
室
で
は
、
独
占
禁

止
法
や
公
正
取
引
委
員
会
の
仕
事
の
説
明

を
行
う
と
と
も
に
、
消
費
者
か
ら
の
質
問

に
お
答
え
す
る
「
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
」
を

随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
時
期
、
所
要
時
間
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ご
要
望
に
応
じ
て
調
整
・
検
討
い
た
し
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　総
務
部
公
正
取
引
室
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仕
事
の

【
総
務
部
】

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
独
占
禁
止
法
の
関
わ
り

〜
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
〜

〜
沖
縄
国
際
大
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
〜

講義の様子

財務省から共有された素材を活用

大学生の前で熱弁する財務部講師

公正取引室　福田秀一郎　室長

シミュレーションゲームの様子

No.1

仕
事
の

【
総
務
部
】

独
占
禁
止
法
教
室

　
6
月
25
日
、
沖
縄
国
際
大
学
に
お
い
て

独
占
禁
止
法
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
独
占
禁
止
法
教
室
で
は
、
公
正
取
引

委
員
会
の
役
割
や
独
占
禁
止
法
な
ど
の
所

管
法
律
の
内
容
、
過
去
の
違
反
事
例
に
つ

い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
は
、

学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
携
帯
電
話
販
売
店
3
社

の
販
売
店
員
に
な
っ
て
競
争
を
体
験
し
た

り
、
カ
ル
テ
ル
を
行
っ
た
企
業
に
立
入
検

査
を
行
う
寸
劇
に
参
加
す
る
な
ど
、
体
験

を
通
し
て
市
場
に
お
け
る
競
争
の
必
要
性

を
学
び
ま
し
た
。

　
学
生
か
ら
は
、「
自
分
に
は
あ
ま
り
関

係
の
な
い
話
だ
と
思
って
い
た
が
、
実
際
の

事
例
を
聞
い
て
、
身
近
に
起
き
る
可
能
性

の
あ
る
問
題
だ
と
感
じ
た
」
な
ど
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
総
務
部
公
正
取
引
室
で
は
、
独
占
禁

止
法
の
役
割
や
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
の

授
業
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　総
務
部
公
正
取
引
室

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
0
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9 

公正取引委員会
マスコットキャラクター
「どっきん」

セミナー参加者のアンケート結果

普通
9%

おおむね満足
43%

満足
48%
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7
月
17
日
に
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・

美
術
館
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
農
林
水

産
省
4
白
書
（「
食
料
・
農
業
・
農
村
白

書
」、「
食
育
白
書
」、「
森
林・林
業
白
書
」、

「
水
産
白
書
」）
に
関
す
る
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
農
林
水
産
省
の
各
白
書

担
当
者
か
ら
、
最
新
の
動
向
や
今
後
の
取

組
と
し
て
①「
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
」

で
は
、
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、

ス
マ
ー
ト
農
業
、
農
福
連
携
な
ど
に
つ
い

て
、②「
食
育
白
書
」
で
は
、
健
康
寿
命
の

延
伸
に
つ
な

が
る
食
育
の

推
進
に
向
け

た
取
組
に
つ

い
て
、③「
森

林
・
林

業

白
書
」で
は
、

今
後
の
森
林

の
経
営
管
理

を
支
え
る
人

材
の
育
成
な

ど
に
つ
い
て
、

料
理
の
提
案
、

食
材
の
提
供
な

ど
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な

取
組
が
高
く
評

価
さ
れ
、
教
育

関
係
者
・
事
業

者
部
門
の
農
林

漁
業
者
な
ど
の

取
組
と
し
て
第

3
回
食
育
活
動

表
彰
で
農
林
水

産
省
消
費
・
安

全
局
長
賞
の
受

賞
が
決
定
し
、

6
月
29
日
、
30

日
に
山
梨
県
甲
府
市
で
開
催
さ
れ
た
第
14

回
食
育
推
進
全
国
大
会
の
表
彰
式
で
、

新
井
消
費
・
安
全
局
長
か
ら
金
城
読
谷

村
漁
業
協
同
組
合
長
に
表
彰
状
と
盾
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　農
林
水
産
部
食
料
産
業
課
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6
月
19
日
、
20
日
の
2
日
間
、
第
4

回
「
農
水
産
業
支
援
技
術
展
」
沖
縄
（
主

催
：
同
実
行
委
員
会
）
が
、
宜
野
湾
市

の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
支
援
技
術
展
は
、
農
業
、
漁
業
、

食
品
加
工
業
、
流
通
業
な
ど
農
林
水
産

業
の
6
次
産
業
化
に
関
連
す
る
最
新
技
術

や
機
器
を
展
示
・
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、

沖
縄
県
の
食
料
生
産
技
術
の
向
上
と
6

次
産
業
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
県
内

の
生
産
者
、
食
品
加
工
業
者
と
の
商
談
機

会
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
4
回
目
と
な
る
今
回
も
、
県
内
外
の
機

械
メ
ー
カ
ー
や
販
売
業
者
、
研
究
機
関
が

出
展
し
、
農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
、
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
設
備
、
鮮
魚
の
鮮
度
保

持
に
用
い
る
シ
ャ
ー
ベッ
ト
ア
イ
ス
製
氷
機

な
ど
の
最
新

機
器
や
技
術

を
展
示
・
紹

介
す
る
と
と

も
に
、
農
業
、

畜
産
業
、
漁

業
・
養
殖
、

6
次
産
業
化

の
各
分
野
の

有
識
者
に
よ

る
29
の
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

2
日
間
で
約

1
，4
0
0

名
が
来
場

し
、
来
場
者

か
ら
は
「
最

新
の
情
報
を

効
率
的
に
収

集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。」
な
ど
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
部
か
ら
は
、田
中
部
長
が「
沖

縄
の
農
林
水
産
業
を
巡
る
状
況
」
と
題
し

て
、農
林
水
産
業
の
6
次
産
業
化
、ス
マ
ー

ト
農
業
、
輸
出
促
進
の
取
組
方
向
に
つ
い

て
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
出

展
ブ
ー
ス
で
は
、
6
次
産
業
化
に
関
す
る

支
援
策
や
ス
マ
ー
ト
農
業
を
パ
ネ
ル
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
実
際
に

6
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
者

が
自
ら
開
発
し
た
商
品
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
や
沖
縄
県
6
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
・

運
営
に
協
力
し
、
来
場
者
か
ら
の
質
問
な

ど
に
対
応
し
ま
し
た
。

　農
林
水
産
部
食
料
産
業
課
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仕
事
の

【
農
林
水
産
部
】

第
4
回
「
農
水
産
業
支
援
技
術
展
」
沖
縄

に
お
い
て
6
次
産
業
化
を
紹
介
し
ま
し
た

農林水産部出展ブースの様子

表彰状授与の様子 総合事務局への受賞報告(7月26日)

No.4

仕
事
の

【
財
務
部
】

「
公
認
会
計
士
の
日
」
記
念
講
演
会

　
7
月
12
日
、「
公
認
会
計
士
の
日
」
を

記
念
し
て
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
沖

縄
会
が
主
催
す
る
「
沖
縄
の
経
済
の
現
状

と
課
題
」
と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
講
演
で
は
、
当
局
吉
住
局
長
よ
り
、
入

域
観
光
客
数
・
有
効
求
人
倍
率
な
ど
の

推
移
か
ら
み
る
最
近
の
沖
縄
経
済
の
状
況

や
沖
縄
振
興
の
仕
組
み
、
沖
縄
振
興
計

画
に
お
け
る
社
会
資
本
整
備
の
状
況
、
ソ

フ
ト
交
付
金
を
活
用
し
た
各
事
業
の
実
施

状
況
に
加
え
て
、
集
中
的
に
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
「
沖
縄
子
供
の

貧
困
対
策
事
業
」
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
の
金
融
経
済
に
係
る
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
6
月
に
と
り
ま
と
め
ら
れ

た
金
融
仲
介
・
地
方
創
生
高
度
化
推
進

会
議
の
中
間
報
告
「
沖
縄
の
地
域
企
業
・

経
済
の
発
展
、

地
方
創
生
に

向
け
た
金
融

仲
介
機
能
の

高
度
化
戦
略
」

の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
講
演
後
、
出
席

者
よ
り
、「
復
帰

後一定
規
模
の
公
共

投
資
が
な
さ
れ
た

も
の
の
依
然
と
し

て
企
業
の
収
益
力

が
弱
く
、
観
光
に

依
存
す
る
現
状
に

対
し
、
ど
の
よ
う

な
取
組
を
行
っ
て
い

く
の
か
」
と
い
う

質
問
が
あ
り
、
吉

住
局
長
か
ら
「
ハ
ー

ド
面
の
整
備
に
加
え
、
人
材
育
成
な
ど
の

ソ
フ
ト
面
へ
の
取
組
も
重
要
課
題
と
認
識

し
て
い
る
」
と
の
回
答
が
な
さ
れ
、
平
成

29
年
7
月
に
公
表
さ
れ
た
「
沖
縄
の
人
材

育
成
の
取
組
（
概
要
）」
の
推
進
状
況
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　財
務
部
理
財
課
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田中部長による挨拶及び基調講演

　
食
育
活
動
表
彰
は
、
食
育
関
係
者
を

対
象
と
し
て
、
そ
の
功
績
を
称
え
、
そ
の

取
組
内
容
を
広
く
国
民
に
周
知
し
、
食

育
を
推
進
す
る
取
組
が
全
国
に
展
開
さ
れ

る
こ
と
を
目
的
に
、
農
林
水
産
省
が
平
成

29
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
食
育
と
は
、生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
っ

て
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
基
礎
と
な
る

も
の
で
あ
り
、様
々
な
経
験
を
通
じ
て「
食
」

に
関
す
る
知
識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力

を
身
に
付
け
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
で

き
る
力
を
育
む
こ
と
で
す
。

　
読
谷
村
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
魚
や

魚
料
理
、
漁
業
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
お
り
、

親
子
で
魚
と
触
れ
合
え
る
「
お
さ
か
な
フェ

ス
タ
」（
年
1
回
7
月
）
や
、
子
ど
も
た

ち
に
漁
業
体
験
を
し
て
も
ら
う
「
定
置
網

漁
業
体
験
」（
漁
を
行
う
平
日・土
曜
日
）、

魚
料
理
を
子
ど
も
達
に
無
償
で
提
供
す
る

「
う
み
ん
ち
ゅ
み
な
と
ピ
ク
ニッ
ク
」（
毎
月

第
3
日
曜
日
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
主
に
若
い
世
代
の
お
母
さ
ん
を

対
象
と
し
た「
魚
の
捌
き
方
教
室
」や「
魚

料
理
教
室
」
の
開
催
、
学
校
給
食
へ
の
魚

No.6

仕
事
の

【
農
林
水
産
部
】

「
第
3
回
食
育
活
動
表
彰
」
で
読
谷
村
漁
業
協
同
組
合
が

農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

④「
水
産
白
書
」
で
は
、
水
産
業
の
発
展

に
向
け
た
人
材
育
成
の
取
組
な
ど
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
県
や
市
町
村
、
農
業
団
体
、

一般
企
業
な
ど
60
名
以
上
の
方
々
が
来
場

し
、
農
林
水
産
省
か
ら
の
説
明
に
加
え
、

意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

説明会の様子

No.7

仕
事
の

【
農
林
水
産
部
】

平
成
30
年
度
農
林
水
産
省
4
白
書
に
関
す
る

沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

　農
林
水
産
部
農
政
課
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各
白
書
は
農
林
水
産
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

御
覧
く
だ
さ
い
。

○「
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
」

http://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/w

paper/
w
_m
aff/h30/index.htm

l

○「
食
育
白
書
」

http://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/syokuiku/

w
paper/h30_index.htm

l

○「
森
林
・
林
業
白
書
」

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
kikaku/hakusyo/30hakusyo/
index.htm

l

○「
水
産
白
書
」

http://w
w
w
.jfa.m

aff.go.jp/j/
kikaku/w

paper/index.htm
l#h30
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7
月
17
日
に
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・

美
術
館
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
農
林
水

産
省
4
白
書
（「
食
料
・
農
業
・
農
村
白

書
」、「
食
育
白
書
」、「
森
林・林
業
白
書
」、

「
水
産
白
書
」）
に
関
す
る
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
農
林
水
産
省
の
各
白
書

担
当
者
か
ら
、
最
新
の
動
向
や
今
後
の
取

組
と
し
て
①「
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
」

で
は
、
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、

ス
マ
ー
ト
農
業
、
農
福
連
携
な
ど
に
つ
い

て
、②「
食
育
白
書
」
で
は
、
健
康
寿
命
の

延
伸
に
つ
な

が
る
食
育
の

推
進
に
向
け

た
取
組
に
つ

い
て
、③「
森

林
・
林

業

白
書
」で
は
、

今
後
の
森
林

の
経
営
管
理

を
支
え
る
人

材
の
育
成
な

ど
に
つ
い
て
、

料
理
の
提
案
、

食
材
の
提
供
な

ど
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な

取
組
が
高
く
評

価
さ
れ
、
教
育

関
係
者
・
事
業

者
部
門
の
農
林

漁
業
者
な
ど
の

取
組
と
し
て
第

3
回
食
育
活
動

表
彰
で
農
林
水

産
省
消
費
・
安

全
局
長
賞
の
受

賞
が
決
定
し
、

6
月
29
日
、
30

日
に
山
梨
県
甲
府
市
で
開
催
さ
れ
た
第
14

回
食
育
推
進
全
国
大
会
の
表
彰
式
で
、

新
井
消
費
・
安
全
局
長
か
ら
金
城
読
谷

村
漁
業
協
同
組
合
長
に
表
彰
状
と
盾
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　農
林
水
産
部
食
料
産
業
課
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6
月
19
日
、
20
日
の
2
日
間
、
第
4

回
「
農
水
産
業
支
援
技
術
展
」
沖
縄
（
主

催
：
同
実
行
委
員
会
）
が
、
宜
野
湾
市

の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
支
援
技
術
展
は
、
農
業
、
漁
業
、

食
品
加
工
業
、
流
通
業
な
ど
農
林
水
産

業
の
6
次
産
業
化
に
関
連
す
る
最
新
技
術

や
機
器
を
展
示
・
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、

沖
縄
県
の
食
料
生
産
技
術
の
向
上
と
6

次
産
業
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
県
内

の
生
産
者
、
食
品
加
工
業
者
と
の
商
談
機

会
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
4
回
目
と
な
る
今
回
も
、
県
内
外
の
機

械
メ
ー
カ
ー
や
販
売
業
者
、
研
究
機
関
が

出
展
し
、
農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
、
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
設
備
、
鮮
魚
の
鮮
度
保

持
に
用
い
る
シ
ャ
ー
ベッ
ト
ア
イ
ス
製
氷
機

な
ど
の
最
新

機
器
や
技
術

を
展
示
・
紹

介
す
る
と
と

も
に
、
農
業
、

畜
産
業
、
漁

業
・
養
殖
、

6
次
産
業
化

の
各
分
野
の

有
識
者
に
よ

る
29
の
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

2
日
間
で
約

1
，4
0
0

名
が
来
場

し
、
来
場
者

か
ら
は
「
最

新
の
情
報
を

効
率
的
に
収

集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。」
な
ど
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
部
か
ら
は
、田
中
部
長
が「
沖

縄
の
農
林
水
産
業
を
巡
る
状
況
」
と
題
し

て
、農
林
水
産
業
の
6
次
産
業
化
、ス
マ
ー

ト
農
業
、
輸
出
促
進
の
取
組
方
向
に
つ
い

て
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
出

展
ブ
ー
ス
で
は
、
6
次
産
業
化
に
関
す
る

支
援
策
や
ス
マ
ー
ト
農
業
を
パ
ネ
ル
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
実
際
に

6
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
者

が
自
ら
開
発
し
た
商
品
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
や
沖
縄
県
6
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
・

運
営
に
協
力
し
、
来
場
者
か
ら
の
質
問
な

ど
に
対
応
し
ま
し
た
。

　農
林
水
産
部
食
料
産
業
課
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仕
事
の

【
農
林
水
産
部
】

第
4
回
「
農
水
産
業
支
援
技
術
展
」
沖
縄

に
お
い
て
6
次
産
業
化
を
紹
介
し
ま
し
た

農林水産部出展ブースの様子

表彰状授与の様子 総合事務局への受賞報告(7月26日)

No.4

仕
事
の

【
財
務
部
】

「
公
認
会
計
士
の
日
」
記
念
講
演
会

　
7
月
12
日
、「
公
認
会
計
士
の
日
」
を

記
念
し
て
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
沖

縄
会
が
主
催
す
る
「
沖
縄
の
経
済
の
現
状

と
課
題
」
と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
講
演
で
は
、
当
局
吉
住
局
長
よ
り
、
入

域
観
光
客
数
・
有
効
求
人
倍
率
な
ど
の

推
移
か
ら
み
る
最
近
の
沖
縄
経
済
の
状
況

や
沖
縄
振
興
の
仕
組
み
、
沖
縄
振
興
計

画
に
お
け
る
社
会
資
本
整
備
の
状
況
、
ソ

フ
ト
交
付
金
を
活
用
し
た
各
事
業
の
実
施

状
況
に
加
え
て
、
集
中
的
に
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
「
沖
縄
子
供
の

貧
困
対
策
事
業
」
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
の
金
融
経
済
に
係
る
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
6
月
に
と
り
ま
と
め
ら
れ

た
金
融
仲
介
・
地
方
創
生
高
度
化
推
進

会
議
の
中
間
報
告
「
沖
縄
の
地
域
企
業
・

経
済
の
発
展
、

地
方
創
生
に

向
け
た
金
融

仲
介
機
能
の

高
度
化
戦
略
」

の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
講
演
後
、
出
席

者
よ
り
、「
復
帰

後一定
規
模
の
公
共

投
資
が
な
さ
れ
た

も
の
の
依
然
と
し

て
企
業
の
収
益
力

が
弱
く
、
観
光
に

依
存
す
る
現
状
に

対
し
、
ど
の
よ
う

な
取
組
を
行
っ
て
い

く
の
か
」
と
い
う

質
問
が
あ
り
、
吉

住
局
長
か
ら
「
ハ
ー

ド
面
の
整
備
に
加
え
、
人
材
育
成
な
ど
の

ソ
フ
ト
面
へ
の
取
組
も
重
要
課
題
と
認
識

し
て
い
る
」
と
の
回
答
が
な
さ
れ
、
平
成

29
年
7
月
に
公
表
さ
れ
た
「
沖
縄
の
人
材

育
成
の
取
組
（
概
要
）」
の
推
進
状
況
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　財
務
部
理
財
課
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田中部長による挨拶及び基調講演

　
食
育
活
動
表
彰
は
、
食
育
関
係
者
を

対
象
と
し
て
、
そ
の
功
績
を
称
え
、
そ
の

取
組
内
容
を
広
く
国
民
に
周
知
し
、
食

育
を
推
進
す
る
取
組
が
全
国
に
展
開
さ
れ

る
こ
と
を
目
的
に
、
農
林
水
産
省
が
平
成

29
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
食
育
と
は
、生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
っ

て
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
基
礎
と
な
る

も
の
で
あ
り
、様
々
な
経
験
を
通
じ
て「
食
」

に
関
す
る
知
識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力

を
身
に
付
け
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
で

き
る
力
を
育
む
こ
と
で
す
。

　
読
谷
村
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
魚
や

魚
料
理
、
漁
業
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
お
り
、

親
子
で
魚
と
触
れ
合
え
る
「
お
さ
か
な
フェ

ス
タ
」（
年
1
回
7
月
）
や
、
子
ど
も
た

ち
に
漁
業
体
験
を
し
て
も
ら
う
「
定
置
網

漁
業
体
験
」（
漁
を
行
う
平
日・土
曜
日
）、

魚
料
理
を
子
ど
も
達
に
無
償
で
提
供
す
る

「
う
み
ん
ち
ゅ
み
な
と
ピ
ク
ニッ
ク
」（
毎
月

第
3
日
曜
日
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
主
に
若
い
世
代
の
お
母
さ
ん
を

対
象
と
し
た「
魚
の
捌
き
方
教
室
」や「
魚

料
理
教
室
」
の
開
催
、
学
校
給
食
へ
の
魚

No.6

仕
事
の

【
農
林
水
産
部
】

「
第
3
回
食
育
活
動
表
彰
」
で
読
谷
村
漁
業
協
同
組
合
が

農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

④「
水
産
白
書
」
で
は
、
水
産
業
の
発
展

に
向
け
た
人
材
育
成
の
取
組
な
ど
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
県
や
市
町
村
、
農
業
団
体
、

一般
企
業
な
ど
60
名
以
上
の
方
々
が
来
場

し
、
農
林
水
産
省
か
ら
の
説
明
に
加
え
、

意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

説明会の様子

No.7

仕
事
の

【
農
林
水
産
部
】

平
成
30
年
度
農
林
水
産
省
4
白
書
に
関
す
る

沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

　農
林
水
産
部
農
政
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
6
2
7 

　
各
白
書
は
農
林
水
産
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

御
覧
く
だ
さ
い
。

○「
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
」

http://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/w

paper/
w
_m
aff/h30/index.htm

l

○「
食
育
白
書
」

http://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/syokuiku/

w
paper/h30_index.htm

l

○「
森
林
・
林
業
白
書
」

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
kikaku/hakusyo/30hakusyo/
index.htm

l

○「
水
産
白
書
」

http://w
w
w
.jfa.m

aff.go.jp/j/
kikaku/w

paper/index.htm
l#h30
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令
和
元
年
7
月
3
日
に
、
防
災
訓
練

（
風
水
害
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、『
防
災
担
当
職
員
の
災
害
関

連
情
報
の
迅
速
か
つ
確
実
な
情
報
伝
達
の

基
本
動
作
の
確
認
及
び
習
熟
』を
目
的
に
、

大
型
台
風
が
沖
縄
地
方
に
襲
来
し
た
こ
と

に
よ
る
土
砂
崩
落
や
浸
水
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
た
こ
と
を
想

定
し
た
も
の
で
す
。
訓

練
で
は
、
災
害
対
策
本

部
及
び
支
部
を
設
置
し
、

想
定
被
災
現
場
か
ら

K
u-

S
A
T
（
小
型
衛

星
画
像
伝
送
装
置
）・
防

災
ヘ
リ
・
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

の
画
像
情
報
な
ど
の
送
受

信
、
T
V
会
議
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
応
急
復
旧
方
法
の

報
告
な
ど
の
情
報
伝
達
、

災
害
協
定
に
基
づ
く
協
定

締
結
機
関
へ
の
支
援
要

請
、
被
災
状
況
を
地
図

上
に
登
録
し
て
関
係
者
で

共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム

「
D
i
M
A
P
S
（
統
合
災
害
情
報
シ
ス

テ
ム
）」
の
操
作
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
訓
練
を
通
し
て
得
ら
れ
た
課
題
な
ど
を

改
善
し
、
今
後
の
災
害
対
応
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　開
発
建
設
部
防
災
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
9
0
3

仕
事
の

【経済産業部】

消費税軽減税率制度における
事業者支援について

No.8

　
四
面
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
我
が
国
は
、

輸
出
入
貨
物
の
大
部
分
を
海
上
輸
送
に

頼
る
な
ど
様
々
な
形
で
海
と
深
く
関
わ
っ

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。「
海
の
日
」
は
、

こ
の
よ
う
な
海
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
海
を

大
切
に
す
る
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
平

成
8
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
海

の
日
」
の
意
義
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
7
月
を
「
海
の
月
間
」
と
し
、

全
国
各
地
に
お
い
て
多
彩
な
行
事
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
局
に
お
い
て
も
「
海
事
関
係
功
労
者

表
彰
式
」
及
び
「
中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
受
賞
作
品
の
展
示
」
を
行
い
ま
し

ま
し
た
。

【
海
事
関
係
功
労
者
表
彰
式
】

　
7
月
19
日

に
、
那
覇
市
内

の
ホ
テ
ル
に
て

『
令
和
元
年「
海

の
日
」
海
事
関

係
功
労
者
表
彰

式
』
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
海
事
関
係
事

業
の
企
業
役
員

1
名
及
び
優
良

船
員
4
名
に
対

し
沖
縄
総
合
事

務
局
長
表
彰
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、「
令
和
元
年
度
　
第
56
回
　
中
学
生

海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
者
へ
の
表
彰

も
行
い
、沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞
（
金
賞
）

受
賞
の
宮
古
島
市
立
北
中
学
校
　
3
年
　

友
利
　
珠
瑛
莉
（
と
も
り
　
し
ゅ
え
り
）

さ
ん
を
始
め
10
名
の
中
学
生
を
表
彰
し
ま

し
た
。

【
中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品

の
展
示
】

　
7
月
22
日

か
ら
26
日
に
か

け
て
、
当
局

1
階
行
政
情

報
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
、「
中
学

生
海
の
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
」

受
賞
作
品

（
10
作
品
）
の

展
示
を
行
い

ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
ご
来
庁
者
を
は
じ
め
多
く

の
方
が
訪
れ
、「
海
」
を
テ
ー
マ
に
中
学
生

が
描
い
た
力
作
を
眺
め
る
光
景
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　運
輸
部
総
務
運
航
課

☎
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9
8
ー
8
6
6
ー
1
8
3
6 No.10

仕
事
の

【
運
輸
部
】

『
海
の
月
間
』
に
つ
い
て

〜
海
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
〜

災害対策本部の様子

■訓練の様子

DiMAPSを活用した被災状況報告 TV会議にて応急復旧方法を報告

金賞作品

No.9

仕
事
の

【
開
発
建
設
部
】

令
和
元
年
度 

防
災
訓
練（
風
水
害
）を

実
施
し
ま
し
た
！

　
今
年
10
月
か
ら
、
消
費
税
の
標
準
税
率
は
10
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
同
時
に
飲
食
料
品
と
新
聞
を

対
象
に
し
た
軽
減
税
率
（
8
％
）
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。

　
軽
減
税
率
制
度
への
対
応
が
必
要
な
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、「
軽
減

税
率
対
策
補
助
金
」
制
度
が
、
平
成
26
年
4
月
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
補
助
金
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
今
年
9
月

30
日
ま
で
に
買
替
え
、
導
入
ま
た
は
改
修
を
行
い
、

代
金
の
支
払
い
を
完
了
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
商
店
、
飲
食
店
な
ど
軽
減
税
率
の
対
象
商
品
を

販
売
し
て
い
る
事
業
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今

使
っ
て
い
る
レ
ジ
が
複
数
税
率
に
対
応
し
て
い
る
か

の
ご
確
認
な
ど
、
早
め
に
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

　
今
年
10
月
1
日
か
ら
、
ス
ー
パ
ー
や
小
売
店
な

ど
で
は
、
レ
シ
ー
ト
に
① 

軽
減
税
率
の
対
象
品
目

で
あ
る
旨
　
② 

軽
減
税
率
と
標
準
税
率
の
税
率
ご

と
に
合
計
し
た
金
額
（
税
込
み
）
を
記
載
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
課
税
事
業
者
が
、
仕
入
税
額
控
除
の
適
用
を
受

け
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
に
区
分
し
て
記
載
さ
れ

た
レ
シ
ー
ト
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
補
助
金
の
詳
細
は
、
以
下
の
U
R
L
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http

：//kzt-hojo.jp/

　 

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
離
島
を
含
め
県
内
の

商
店
街
・
通
り
会
、
商
工
団
体
、
組
合
な
ど
か
ら

ご
要
望
が
あ
れ
ば
無
料
で
ご
説
明
に
伺
い
ま
す
。

　経
済
産
業
部
消
費
税
転
嫁
対
策
室

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
0
0
3
5

QRコードは
こちら
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令
和
元
年
7
月
3
日
に
、
防
災
訓
練

（
風
水
害
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、『
防
災
担
当
職
員
の
災
害
関

連
情
報
の
迅
速
か
つ
確
実
な
情
報
伝
達
の

基
本
動
作
の
確
認
及
び
習
熟
』を
目
的
に
、

大
型
台
風
が
沖
縄
地
方
に
襲
来
し
た
こ
と

に
よ
る
土
砂
崩
落
や
浸
水
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
た
こ
と
を
想

定
し
た
も
の
で
す
。
訓

練
で
は
、
災
害
対
策
本

部
及
び
支
部
を
設
置
し
、

想
定
被
災
現
場
か
ら

K
u-

S
A
T
（
小
型
衛

星
画
像
伝
送
装
置
）・
防

災
ヘ
リ
・
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

の
画
像
情
報
な
ど
の
送
受

信
、
T
V
会
議
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
応
急
復
旧
方
法
の

報
告
な
ど
の
情
報
伝
達
、

災
害
協
定
に
基
づ
く
協
定

締
結
機
関
へ
の
支
援
要

請
、
被
災
状
況
を
地
図

上
に
登
録
し
て
関
係
者
で

共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム

「
D
i
M
A
P
S
（
統
合
災
害
情
報
シ
ス

テ
ム
）」
の
操
作
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
訓
練
を
通
し
て
得
ら
れ
た
課
題
な
ど
を

改
善
し
、
今
後
の
災
害
対
応
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　開
発
建
設
部
防
災
課
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仕
事
の

【経済産業部】

消費税軽減税率制度における
事業者支援について

No.8

　
四
面
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
我
が
国
は
、

輸
出
入
貨
物
の
大
部
分
を
海
上
輸
送
に

頼
る
な
ど
様
々
な
形
で
海
と
深
く
関
わ
っ

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。「
海
の
日
」
は
、

こ
の
よ
う
な
海
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
海
を

大
切
に
す
る
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
平

成
8
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
海

の
日
」
の
意
義
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
7
月
を
「
海
の
月
間
」
と
し
、

全
国
各
地
に
お
い
て
多
彩
な
行
事
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
局
に
お
い
て
も
「
海
事
関
係
功
労
者

表
彰
式
」
及
び
「
中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
受
賞
作
品
の
展
示
」
を
行
い
ま
し

ま
し
た
。

【
海
事
関
係
功
労
者
表
彰
式
】

　
7
月
19
日

に
、
那
覇
市
内

の
ホ
テ
ル
に
て

『
令
和
元
年「
海

の
日
」
海
事
関

係
功
労
者
表
彰

式
』
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
海
事
関
係
事

業
の
企
業
役
員

1
名
及
び
優
良

船
員
4
名
に
対

し
沖
縄
総
合
事

務
局
長
表
彰
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、「
令
和
元
年
度
　
第
56
回
　
中
学
生

海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
者
へ
の
表
彰

も
行
い
、沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞
（
金
賞
）

受
賞
の
宮
古
島
市
立
北
中
学
校
　
3
年
　

友
利
　
珠
瑛
莉
（
と
も
り
　
し
ゅ
え
り
）

さ
ん
を
始
め
10
名
の
中
学
生
を
表
彰
し
ま

し
た
。

【
中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品

の
展
示
】

　
7
月
22
日

か
ら
26
日
に
か

け
て
、
当
局

1
階
行
政
情

報
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
、「
中
学

生
海
の
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
」

受
賞
作
品

（
10
作
品
）
の

展
示
を
行
い

ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
ご
来
庁
者
を
は
じ
め
多
く

の
方
が
訪
れ
、「
海
」
を
テ
ー
マ
に
中
学
生

が
描
い
た
力
作
を
眺
め
る
光
景
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　運
輸
部
総
務
運
航
課
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仕
事
の

【
運
輸
部
】

『
海
の
月
間
』
に
つ
い
て

〜
海
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
〜

災害対策本部の様子

■訓練の様子

DiMAPSを活用した被災状況報告 TV会議にて応急復旧方法を報告

金賞作品

No.9

仕
事
の

【
開
発
建
設
部
】

令
和
元
年
度 

防
災
訓
練（
風
水
害
）を

実
施
し
ま
し
た
！

　
今
年
10
月
か
ら
、
消
費
税
の
標
準
税
率
は
10
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
同
時
に
飲
食
料
品
と
新
聞
を

対
象
に
し
た
軽
減
税
率
（
8
％
）
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。

　
軽
減
税
率
制
度
への
対
応
が
必
要
な
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、「
軽
減

税
率
対
策
補
助
金
」
制
度
が
、
平
成
26
年
4
月
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
補
助
金
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
今
年
9
月

30
日
ま
で
に
買
替
え
、
導
入
ま
た
は
改
修
を
行
い
、

代
金
の
支
払
い
を
完
了
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
商
店
、
飲
食
店
な
ど
軽
減
税
率
の
対
象
商
品
を

販
売
し
て
い
る
事
業
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今

使
っ
て
い
る
レ
ジ
が
複
数
税
率
に
対
応
し
て
い
る
か

の
ご
確
認
な
ど
、
早
め
に
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

　
今
年
10
月
1
日
か
ら
、
ス
ー
パ
ー
や
小
売
店
な

ど
で
は
、
レ
シ
ー
ト
に
① 

軽
減
税
率
の
対
象
品
目

で
あ
る
旨
　
② 

軽
減
税
率
と
標
準
税
率
の
税
率
ご

と
に
合
計
し
た
金
額
（
税
込
み
）
を
記
載
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
課
税
事
業
者
が
、
仕
入
税
額
控
除
の
適
用
を
受

け
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
に
区
分
し
て
記
載
さ
れ

た
レ
シ
ー
ト
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
補
助
金
の
詳
細
は
、
以
下
の
U
R
L
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http

：//kzt-hojo.jp/

　 

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
離
島
を
含
め
県
内
の

商
店
街
・
通
り
会
、
商
工
団
体
、
組
合
な
ど
か
ら

ご
要
望
が
あ
れ
ば
無
料
で
ご
説
明
に
伺
い
ま
す
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向
け
て
日
頃
の
人

流
、
物
流
の
担
い
手

と
し
て
尽
力
さ
れ
て

い
る
こ
と
へ
の
感
謝

と
、「
健
康
に
留
意

さ
れ
て
今
後
も
安
全

運
航
を
お
願
い
し
ま

す
。」
と
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
『
C
　

t
o  

S
e
a
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
　
ご
当
地

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
』
は
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
への

参
加
を
通
し
て
、
多

く
の
方
に
海
や
船
に

親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
情
報
発
信
し
な

が
ら
「
C  

t
o  

S
e
a
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※

C  

t
o  

S
e
a
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
ご
当
地
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
平
成

30
年
2
月
に
「
S
T
U
48
」

が
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
任
命
。

地
方
で
も
ご
当
地
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
を
任
命
し
、
中
国
運
輸

局
、
神
戸
運
輸
監
理
部
に
続

き
、
沖
縄
は
3
番
目
。

　運
輸
部
総
務
運
航
課
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8
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1
8
3
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仕
事
の

【運輸部】

自賠責制度広報・
啓発期間について

No.13

　
6
月
17
日
、「
令
和
元
年
度
陸
運
関
係

功
労
者
表
彰
式
」
が
沖
縄
総
合
事
務
局

陸
運
事
務
所
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、自
動
車
関
係
事
業
（
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
自
動
車
運

送
事
業
や
自
動
車
の
整
備
事
業
、
販
売

事
業
な
ど
）
に
従
事
す
る
役
員
、
従
業
員

で
当
該
事
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
な
ど
、

顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
方
や
永
年
に
わ
た

り
業
務
に
精
励
し
、
他
の
模
範
と
な
る
方

に
対
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
表
彰
は
、
事
業
役
員
4
名
、

従
業
員
3
名
、
自
動
車
運
転
者
10
名
、

自
動
車
整
備
士
8
名
、
運
行
管
理
者
5

名
の
計
30
名
の
方
々
に
対
し
て
、
陸
運
事

務
所
長
（
宮
里
正
吉
）
か
ら
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
陸
運
事
務
所
長
の
受
賞

者
へ
の
激
励
の
挨
拶
、
表
彰
状
の
授
与
、

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
沖
縄
バ

ス
株
式
会
社
の
玉
城
勝
也
氏
が
「
諸
先
輩

を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の

励
ま
し
と
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
に
心
か
ら
感

謝
し
、
今
後
も
尚
一
層
業
務
に
精
進
し
、

次
代
を
担
う
後
輩
の
育
成
に
も
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
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仕
事
の

【
運
輸
部
】

令
和
元
年
度
陸
運
関
係
功
労
者

陸
運
事
務
所
長
表
彰
式

〜
海
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
〜

一日船長を囲み記念撮影一日船長（滝田まな氏）による船内巡視

受賞者（自動車整備士）との記念撮影
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仕
事
の

【
運
輸
部
】

『
C
　t
o
　S
e
a
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ご
当
地
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
』

　
国
土
交
通
省
で
は
「
C
　
t
o
　

S
e
a
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
子
ど

も
や
若
者
を
は
じ
め
と
し
て
、
よ
り
多
く

の
人
に
海
や
船
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
体
験
な
ど
の
海

に
触
れ
る
機
会
の
促
進
や
、
海
事
・
海
洋

に
関
す
る
情
報
発
信
な
ど
を
推
進
す
る
取

り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

　
海
と
船
の
楽
し
さ
を
伝
え
、〞ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
〞
す
る
役
割
と
し
て
『
C
　
t
o

　
S
e
a
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
ご
当
地
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
（※

）』
が
全
国
各
地
で
任
命
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
沖
縄
総
合
事
務
局
に

お
い
て
は
、
歴
代

の
那
覇
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
で

組
織
す
る
「
那
覇

観
光
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
」
に
決
定
し
、

7
月
19
日
に
任
命

式
を
行
い
ま
し
た
。

　『
C
　
t
o
　
S
e
a
プ
ロ
ジェク
ト
　
ご

当
地
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
』
の
初
仕
事
と
し
て

7
月
29
日
、
泊
埠
頭
で
那
覇
〜
渡
名
喜
〜

久
米
島
航
路
を
運
航
す
る
「
フ
ェ
リ
ー
海

邦
」
の
一
日
船
長
に
ご
就
任
い
た
だ
き
、

船
内
の
点
検
、
巡
視
を
行
い
ま
し
た
。
最

後
に
、
船
長
を
は
じ
め
と
す
る
乗
組
員
に

　陸
運
事
務
所
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7
ー
5
1
4
0 

～忘れちゃいけない「自賠責」～

○「自賠責」は、交通事故の被害者を救済するとともに、万が一加害者となってしまった場合
に備えるための保険です。
○「自賠責」は強制です。でも、かんたんに加入できます。

　国土交通省及び沖縄総合事務局運輸部では、令和元年 9月 1日から 9月 30日までの 1ヶ月間を「自
賠責制度広報・啓発期間」と定め、自賠責制度の重要性や役割、無保険・無共済車による運行の違法
性などについて広報・啓発活動を実施し、自賠責保険・共済への加入促進を図っています。
①ポスター・リーフレットによる広報の実施
　地方公共団体、公共施設などにポスター掲示依頼・リーフレット配布を行い、自賠責保険・共済
への加入を呼びかけます。
②関係業界と連携した街頭啓発活動の実施
　（一社）日本損害保険代理業協会と共同で自賠責制度について街頭 PR活動を実施します。
③監視活動の推進
　大型商業施設、駅前駐輪場などにおいて街頭監視活動を積極的に実施し、有効期限切れやステッ
カー（自賠責保険・標章）の表示がなされていない原動機付自転車や軽二輪車に対し、「通知書」
を交付し加入状況を確認させるなどの注意喚起をします。

　小さくて小回りのきくバイクは手軽な移動手段としてよく
利用され、特に維持費が安い軽二輪（排気量 250cc 以下の
バイク）・原動機付自転車が人気です。しかし、軽二輪・原
動機付自転車は車検制度が無く、自賠責保険・共済の有効期
限切れに気付かずに使用されることが見受けられます。
　沖縄総合事務局では、大型商業施設や駅前駐輪場などを中
心に、自賠責保険・共済の期限切れの疑いがあるバイクに注
意喚起を行っており、平成 30 年度は 31，829 台中、2，
118 台（約 7％）に自賠責保険有効期限切れの疑いがあると
して、通知書を交付しました。
　自賠責保険・共済制度について、従前より広報・啓発に努
めているものの、依然として無保険・無共済車による事故が
後を絶たないことから、より積極的に広報することとしてお
ります。

～自賠責保険・共済の有効期限切れバイクへの監視活動～

担当課：運輸部陸上交通課保障係 098-866-0031（内線 85367・85368）

自賠責って？

詳しくは を検索自賠責保険ポータルサイト
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「琉球泡盛海外輸出プロジェクト第6回会合」

琉球舞踊「かぎやで風」の披露 沖縄豆記者団による沖縄担当部局取材

沖縄県立博物館の視察

内閣府だより

宮腰大臣の沖縄訪問

沖縄豆記者団による首相官邸訪問＆沖縄担当部局への取材

　令和元年 8 月 9 日、宮腰
沖縄担当大臣は沖縄本島を
訪問し、「琉球泡盛海外輸
出プロジェクト第6回会合」
に出席しました。
　また、併せて那覇港浦添
ふ頭地区や沖縄県立博物館
を視察しました。

　令和元年 7 月 29 日、沖縄県下の小中学生で構成される「第 58 次沖縄豆記者団」の 50 名が安倍内閣総理大臣
と宮腰沖縄担当大臣を表敬訪問しました。
　冒頭、沖縄豆記者より、琉球舞踊「かぎやで風」が披露されました。安倍総理大臣からは「今回の活動で様々な
ことを学び、生まれ育った地域の良さを再発見してほしいと思います。」と励ましの言葉が贈られました。
　内閣府沖縄担当部局への取材では、子どもの貧困対策や好調な観光の負の側面などについて質問が行われ、職員
からの回答を聞きながら、熱心にメモを取っていました。

夏休みに内閣府を見学　「こども霞が関見学デー」

　令和元年 8月 7日から 8日にかけて、「こども霞が関見学デー」が開催されました。各府省庁の施策に対する理
解を深めてもらうことを目的とした取組です。
　内閣府沖縄担当部局も「沖縄を感じよう！」というテーマでブースを出展しました。未来の沖縄の街のCG体験や、
貝がらを使ったネックレスづくりなどが好評でした。

人  事  異  動
内
閣
府
審
議
官

名 前
出身地
略 歴

趣 味
抱 負

別府　充彦（べっぷ　あつひこ）
愛知県
昭和 58年　総理府入府
内閣府迎賓館長を経て現職
美術鑑賞、街歩き
沖縄振興に携わるのは初めてです。沖縄総合事務局の現場感覚を大切にしつ
つ、沖縄のためになる振興策を一緒に進めていきたいと思います。

政
策
統
括
官

名 前
出身地
略 歴

趣 味
抱 負

宮地　毅（みやじ　たけし）
高知県
昭和 60年　自治省入省
総務省大臣官房総括審議官を経て現職
旅行など
沖縄県庁勤務以来、約 30 年振りに、今度は国の立場で沖縄に関わることに
なりました。改めて実状をよく教わりながら沖縄振興に力を尽くしたいと思
います。

沖
縄
振
興
局
長

名 前
出身地
略 歴

趣 味
抱 負

原　宏彰（はら ひろあき）
大阪府
昭和 62年　総務庁入庁
内閣府大臣官房政府広報室長を経て現職
読書、ゴルフ
沖縄振興に携わるのは初めてですが、これまでの経験を生かして、沖縄の発
展に貢献できるよう努力してまいります。

官
房
審
議
官

名 前
出身地
略 歴

趣 味
抱 負

水野　敦（みずの　あつし）
神奈川県
平成 2年　大蔵省入省
財務省大臣官房政策金融課長を経て現職
読書、音楽鑑賞
1 年ぶりに沖縄担当となりました。皆様と力を合わせて、沖縄の発展に少し
でも貢献できるよう努めてまいります。

沖
縄
総
合
事
務
局
長

名 前
出身地
略 歴

趣 味
抱 負

吉住　啓作（よしずみ　けいさく）
兵庫県
平成 2年　総務庁入庁
内閣府大臣官房会計課長を経て現職
クラシック音楽鑑賞
沖縄の持つ力、可能性、魅力はとても大きく、これらを具体化し沖縄の発展
につなげていきたい。

経
済
産
業
部
長

名 前
出身地
略 歴

趣 味
抱 負

本道　和樹（ほんどう　かずき）
神奈川県
平成 3年　通商産業省入省
㈱日本貿易保険企画室長を経て現職
囲碁、ランニング
沖縄振興に直接携わるのは初めてですが、中小企業政策、ものづくり振興、
バイオ産業振興、輸出促進などにかかわってきた経験を生かして尽力したい
と思います。
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子ども見学デー
を開催しました

子ども見学デー
令和元年８月１日（木）

　沖縄総合事務局では、子どもたちが広く社会
を知る体験活動の機会を設けるとともに、行政
の仕事に関心を持ってもらい、理解を深めても
らうことを目的として「子ども見学デー」を開
催しました。
　防災についての学習、お金や財政についての
学習、バターづくりや紅型手染め体験、災害時
にはたらく車の見学、バリアフリー体験など
19 のプログラムを催し、前年度より 177 名増
の 713名の方にお越しいただきました。
　多くの方のご来場、誠にありがとうございま
した。

記念撮影ブースでパシャリ !!

グラフを見てクイズに挑戦！
グラフで沖縄の農業がわかる～

クイズで「リサイクル」を学ぶペットボトルエコライトを作ろうシャーベットアイスを体験 !

「港」「空港」について学ぶ
～紙ヒコーキを飛ばそう～

自動ブレーキ体験乗車
災害時に、はたらく車

自動車の安全を学ぶ 体験してみよう！バリアフリー教室総合受付の風景

島野菜を使ったお菓子づくり「紅型」手染め体験

防災展
～備えて安心　親子で学ぶ～

新しい日本銀行券と記念撮影 !

「水」「むら」を学ぶ
～VRゴーグルで臨場感あふれる～虫から農作物を守る方法を学ぶ森と海からのおくりもの

ミニ記者会見の様子
バターづくり体験
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特集

1
沖縄の地域企業・経済の発展、地方創生に向けた
金融仲介機能の高度化戦略について
～金融仲介・地方創生高度化推進会議　中間報告～

特集

2 琉球泡盛用原料米の沖縄県内での生産について

特集

3 八重山の交通が変わる！
～Maasの実現による新たな交通サービスの実証開始～
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沖縄総合事務局 広報誌／第385号 群星
むりぶし

群
星

む
り
ぶ
し

9月10月号2019
Sep-Oct

隔 月 発 行

9
月10月

号 2019
広
報
誌
／
第
385号

　
編
集
・
発
行
／
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
総
務
部
総
務
課

〒
900-0006 沖

縄
県
那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち
2丁
目
1番
1号
　
TEL.098-866-0031（

代
表
）

沖縄総合事務局
～ 美 ら 島 の 未 来 を 拓 く ～

h t tp：/ /www.ogb .go . j p /
広報誌【群星】に対する「皆様の声」をお待ちしています。

バイクのナンバープレートに
貼られたステッカーで簡単に
確認できます。
（例）令和２年９月が有効期限
　　  の自賠責

ステッカーに記載の有効期限をチェックしましょう

自賠責制度広報・啓発期間

※ステッカーは年ごとに色が異なります。

満期月

満期年

1 2―34

9 月は

担当課：運輸部陸上交通課保障係 098-866-0031（内線 85367・85368）


